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越
谷
市
は
昭
和
３３
年
１１
月
３
日
に

埼
玉
県
下
で
２２
番
目
、
全
国
で
５
４

３
番
目
に
市
制
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
市
制
施
行
当
時
、
人
口
４
万
８

３
１
８
人
だ
っ
た
越
谷
市
も
平
成
２７

年
４
月
の
中
核
市
移
行
を
経
て
、
今

や
３４
万
人
を
誇
る
県
南
東
部
地
域
の

中
核
を
担
う
都
市
と
し
て
発
展
し
て

い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
今
年
１１
月
３
日
に
６０

周
年
を
迎
え
る
越
谷
市
の
６０
年
の
あ

ゆ
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

◆
越
谷
市
の
誕
生

　

昭
和
２９
年
１１
月
に
越
谷
地
区
２
町

８
カ
村
（
越
ヶ
谷
町
、
大
沢
町
、
桜

井
村
、
新
方
村
、
増
林
村
、
大
袋

村
、
荻
島
村
、
出
羽
村
、
蒲
生
村
、

大
相
模
村
）
が
合
併
し
て
、
越
谷
町

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
草
加
町

に
合
併
し
て
い
た
旧
川
柳
村
の
一
部

越谷市は今年、
市制60周年

▲市立病院が開院〔昭和51年〕

▲越谷市制施行記念式典〔昭和33年〕

昭和越谷市の主な出来事（1）
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市消防署が新築開署（10月）

第１体育館が完成（9月）

国道4号バイパスの工事が始まる（8月）

第2体育館が完成（5月）

国道４号バイパス（足立～越谷）が開通（12月）

市役所庁舎が完成（3月）

新越谷駅が開業（7月）

市立病院が開院（1月）

越谷コミュニティセンターが開館（8月）

北体育館が開館（4月）

南体育館が開館（4月）

市立図書館が東越谷に開館（4月）

総合体育館が開館（9月）

北部市民会館が開館（11月）

（
伊
原
、
麦
塚
、
上
谷
）
の
越
谷
町

へ
の
編
入
を
経
て
、
昭
和
３３
年
１１
月

に
市
制
が
施
行
さ
れ
、
越
谷
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。

◆
人
口
急
増
に
伴
い
進
む
都
市
化

　

農
地
の
宅
地
化
や
昭
和
３７
年
の
東

武
鉄
道
と
営
団
地
下
鉄
（
現
東
京
メ

ト
ロ
）
日
比
谷
線
の
北
越
谷
駅
ま
で

の
相
互
乗
り
入
れ
な
ど
に
伴
い
、
首

都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
都
市

化
が
進
み
ま
し
た
。
人
口
は
昭
和
４２

年
に
は
１０
万
人
を
、
昭
和
４６
年
に
は

１５
万
人
を
突
破
し
、
急
激
な
人
口
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
街
路
・
公
園

整
備
、
河
川
整
備
な
ど
積
極
的
な
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
昭
和
４２
年
１２
月
の
国
道
４
号
バ

イ
パ
ス
（
足
立
区
保
木
間
〜
越
谷
市

下
間
久
里
）
全
線
開
通
や
昭
和
４８
年

４
月
の
武
蔵
野
線
開
通
な
ど
交
通
基

盤
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

〈日時〉　４月２７日（金）、午前８時～午後３時　〈場所〉　総合体育館
〈入場券〉　〔タマリ席（１人）〕　Ｓ：１万４,５００円　Ａ：１万３,５００円
〔ペアマス席（２人）〕　Ｓ：２万５,０００円　Ａ：２万１,０００円　Ｂ：１万８,０００円
〔イス席（１人）〕　Ｓ：１万１,０００円　Ａ：８,０００円
〔２階固定席（１人）〕　Ｓ：９,０００円　Ａ：８,０００円　Ｂ：６,０００円
＊詳しくは大相撲越谷場所ホームページ（http://koshigaya.shopper.jp/）
　をご覧ください
  市内在住・在勤の方にチケットを先行販売します
〈日時〉　１月１２日（金）、午前１０時から
【インターネット販売】大相撲越谷場所ホームページからお申し込みください
【電話販売】☎０５７０－００７－６７７
▷平日…午前１０時～午後５時　▷土曜日…午前１０時～正午
＊一般販売は１月１９日（金）、午前１０時から開始します
B大相撲越谷場所実行委員会☎048－951－1630（土曜・日曜日、祝日、
年末年始を除く。午前１０時～午後４時）

大相撲越谷場所 を開催します市
制
60 市内在住・在勤の方にチケットを先行販売

豊田合成スコーピオンズ戦
〈日　時〉　２月１７日（土）・
１８日（日）、午後３時試合開始
アイシンAWアレイオンズ安城戦
〈日　時〉　２月２４日（土）・
２５日（日）、午後３時試合開始

〈場　所〉　総合体育館
〈費　用〉　大人２,０００円、高
校生以下１,０００円、小学生以
下無料。全席自由
〈申込み〉　チケットは総合体
育館で発売中。詳しくは総合
体育館へ
B総合体育館☎964－4321

大塚商会アルファーズの
　　　　　　　 試合を見に行こう!!

B3バスケットボールチーム

　

越
谷
市
を
舞
台
と
し
た
地
域
発
ド
ラ
マ
「
越
谷

サ
イ
コ
ー
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
映

さ
れ
ま
す
。
各
地
の
歴
史
や
暮
ら
し
を
見
つ
め
、

そ
の
〝
ま
ち
〞
な
ら
で
は
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

地
域
参
加
型
ド
ラ
マ
で
、
木
下
半
助
商
店
や
イ
オ

ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
、
越
谷
い
ち
ご
タ
ウ
ン
な
ど
で

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
放
映
日
時
〉　

２
月
２８
日
㈬
、
午
後
１０
時
〜
１０

時
５９
分
（
予
定
）

〈
出
演
〉　

佐
久
間
由
衣
（
主
人
公
・
加
奈
子
）、

竹
下
景
子
（
祖
母
・
良
枝
）、
佐
藤
二
朗
（
先
祖

の
幽
霊
・
伝
助
）
ほ
か

b
観
光
課
☎
９
６
７
＝
１
３
２
５

「越谷サイコー」に出演する佐藤二朗さん、佐久間由
衣さん、竹下景子さん（左から）

越谷サイコー
埼玉発 地域ドラマ

ＮＨＫ  ＢＳプレミアム  2月28日（水）放映 市制施行（11月）

人口5万人突破（9月）

人口１０万人突破（10月）

人口１5万人突破（6月）

人口20万人突破（9月）

人口25万人突破（5月）

地下鉄日比谷線が
北越谷駅まで相互乗り入れ（5月）

武蔵野線（新松戸～府中本町）
が開通し、南越谷駅が開業（4月）

市民憲章、市の木、
市の花、市の歌を制定（11月）

国道4号バイパス
（越谷～春日部）が開通（4月）

キャンベルタウン市と
姉妹都市提携を締結（4月）

第
三
話（
特
別
編
） 

60
年
の
あ
ゆ
み

越
谷
今
昔
物
語

越谷 軌跡の

16
面
へ
続
く

初めてユニフォームに越谷市のロゴを入れ
て臨んだ12月9日・10日のホームゲームで見
事2連勝を飾りました

越谷市が
応援する

う
わ 

や



A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

広報こしがやお知らせ版　平成30年（2018年）1月号 ２
□
越
谷
市
社
会
福
祉
審
議
会
委
員

g
障
が
い
者
福
祉
や
児
童
福
祉
、
地

域
福
祉
な
ど
広
く
社
会
福
祉
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
障
が
い
者
福
祉
、

児
童
福
祉
、
地
域
福
祉
の
い
ず
れ
か

の
分
科
会
に
所
属
し
審
議
を
行
い
ま

す
。
会
議
は
平
日
日
中
、
年
２
〜
５

回
程
度
を
予
定
。
任
期
は
平
成
３０
年

５
月
２６
日
か
ら
３
年
を
予
定　

f
次

の
①
〜
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
１０

人
程
度
。
①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
て
い
る
１８

歳
以
上
（
３０
年
５
月
２６
日
現
在
）　

②
市
の
ほ
か
の
審
議
会
等
の
公
募
に

よ
る
委
員
で
な
い　

③
市
の
職
員
で

な
い　

e
２
月
９
日
㈮
ま
で
（
必

着
）
に
、
応
募
用
紙
と
「
今
後
の
障

が
い
者
福
祉
・
児
童
福
祉
・
地
域
福

祉
（
１
つ
を
選
択
）
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
文
（
８
０
０
字
以

内
。
様
式
自
由
）
を
直
接
ま
た
は
郵

送
・
メ
ー
ル
で
福
祉
推
進
課
へ
。
応

募
用
紙
は
福
祉
推
進
課
で
配
布
す
る

ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で

き
ま
す
。
書
類
選
考
。
結
果
は
本
人

に
通
知
し
ま
す
。
提
出
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん　

b
福
祉
推
進
課
（
第
三

庁
舎
２
階
）
☎
９
６
３
＝
９
３
２

０
、
H10055100@city.koshigaya.

saitama.jp

□
自
治
基
本
条
例
推
進
会
議
の
委
員

g
平
成
２１
年
９
月
施
行
の
「
自
治
基

本
条
例
」
に
基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
い
る
か
や
条
例
が
適
切

に
運
用
さ
れ
役
割
を
果
た
し
て
い
る

か
の
検
証
を
行
い
ま
す
。
会
議
は
平

日
夜
間
や
休
日
、
年
４
回
程
度
を
予

定
。
任
期
は
３０
年
４
月
１
日
か
ら
２

年
間
。
公
募
に
よ
る
委
員
の
任
期

は
、
原
則
１
期
ま
で
。
他
の
３
つ
以

上
の
審
議
会
等
に
在
職
し
て
い
る
場

合
は
、
委
員
に
選
任
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す　

f
次
の
①
〜
③
す
べ

て
に
該
当
す
る
方
８
人
。
①
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
ま
た
は
市
内
で
活

動
し
て
い
る
１８
歳
以
上
（
３０
年
４
月

１
日
現
在
）　

②
市
の
ほ
か
の
審
議

会
等
の
公
募
に
よ
る
委
員
で
な
い　

③
市
の
職
員
で
な
い　

e
１
月
４
日

㈭
〜
２
月
１５
日
㈭
、
午
後
５
時
１５
分

（
必
着
）
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
応

募
動
機
・
市
内
で
の
活
動
等
の
自
己

Ｐ
Ｒ
を
簡
潔
に
記
入
し
た
書
類
と

縦 

覧

「
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
を
普
及
さ

せ
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法

が
効
果
的
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作

文
（
８
０
０
字
以
内
。
Ａ
４
用
紙
横

書
き
）
を
直
接
ま
た
は
メ
ー
ル
で
政

策
課
へ
。
書
類
選
考
後
に
抽
選
の
場

合
あ
り
。
結
果
は
本
人
に
通
知
し
ま

す
。
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん　

b
政
策
課
（
本
庁
舎
２
階
）
☎
９
６

３
＝
９
１
１
２
、H10015200@city.

koshigaya.saitama.jp

□
川
口
市
戸
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
施
設

整
備
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価

調
査
計
画
書

a
１
月
１６
日
㈫
〜
２
月
１６
日
㈮
、
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

d
越
谷

市
環
境
政
策
課
、
出
羽
地
区
セ
ン
タ

ー
、
荻
島
地
区
セ
ン
タ
ー
、
蒲
生
地

区
セ
ン
タ
ー
、
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ

ー　

g
川
口
市
戸
塚
環
境
セ
ン
タ
ー

施
設
整
備
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評

価
調
査
計
画
書

○
調
査
計
画
書
に
関
す
る
説
明
会

a
１
月
２８
日
㈰
、
午
前
１０
時
か
ら　

d
出
羽
地
区
セ
ン
タ
ー　

e
当
日
会

場
へ

○
調
査
計
画
書
に
対
す
る
意
見
書
の

提
出

〈
提
出
方
法
〉　
３
月
２
日
㈮
ま
で

（
必
着
）
に
、
直
接
縦
覧
場
所
ま
た

は
郵
送
で
越
谷
市
環
境
政
策
課
へ
。

意
見
書
は
縦
覧
場
所
で
配
布
し
ま
す

b
川
口
市
環
境
施
設
課
☎
０
４
８
＝

２
２
８
＝
５
３
８
３
、
越
谷
市
環
境

政
策
課
（
第
三
庁
舎
４
階
）
☎
９
６

３
＝
９
１
８
３

□
越
谷
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会

a
１
月
３０
日
㈫
、
午
後
２
時
か
ら　

d
市
役
所
本
庁
舎
５
階
第
１
委
員
会

室　

g
介
護
保
険
事
業
計
画
等
に
つ

い
て　

f
２０
人（
抽
選
）
　
　

e
当
日
、

午
後
１
時
４５
分
ま
で
に
会
場
へ　

b

介
護
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
５

２
月
の
市
民
課
の
休
日
窓
口
は
２
月
４
日
（日）
で
す

意
見
募
集

　

１２
月
定
例
会
が
１２
月
１
日
〜
２０

日
に
市
役
所
議
場
で
開
か
れ
、
市

長
提
出
２３
議
案
、
議
員
提
出
２
議

案
の
う
ち
２４
議
案
が
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

越
谷
市
教
育
委
員
会
委
員
堀
川

智
子
氏
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任

委
員
に
、
再
び
堀
川
氏
を
任
命
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

越
谷
市
人
権
擁
護
委
員
石
塚
登

志
子
氏
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任

委
員
に
、
再
び
石
塚
氏
を
推
薦
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

b
議
会
・
議
員
提
出
議
案
に
つ
い

て
…
議
会
事
務
局
☎
９
６
３
＝
９

２
６
１
、
市
長
提
出
議
案
に
つ
い

て
…
法
務
課
☎
９
６
３
＝
９
１
３

０

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
市
の
重
要
施
策

に
つ
い
て
住
民
投
票
を
行
う
よ
う

市
長
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
２９
年
１２
月
１
日
現
在
の
住

民
投
票
の
実
施
請
求
に
必
要
な
署

名
数
は
５
５
７
３
人
で
す
。
な

お
、
請
求
が
実
際
に
あ
っ
た
と
き

は
、
改
め
て
必
要
な
署
名
数
を
公

表
し
ま
す
。

〈
住
民
投
票
の
対
象
と
な
る
事
項
〉

　

市
の
権
限
に
属
す
る
市
政
の
重

要
事
項
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
重
要
で
は
あ
っ
て
も
一
部

特
定
の
住
民
・
地
域
に
つ
い
て
の

事
項
や
二
者
択
一
に
な
じ
ま
な
い

多
様
な
可
能
性
が
存
在
す
る
事

項
、
国
や
県
の
権
限
に
属
す
る
事

項
は
除
か
れ
ま
す

〈
住
民
投
票
の
実
施
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
人
〉　
満
１８
歳
以

上
で
日
本
国
籍
を
有
し
、
引
き
続

き
３
カ
月
以
上
越
谷
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

b
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
２

　越谷市商店会連合
会では、気軽に越谷
の名物を食べてもら
うため、市特産のク
ワイを使った「越谷
の縁起コロッケ」を開発しました。
　クワイは大きな芽が伸びることから
「芽出たい」縁起物とされています。
祝い事や勝負事、験担ぎ等のさまざま
な場面でご賞味ください。
〈販売期間〉　１月１５日㈪から数量限
定で販売。売り切れしだい終了
〈販売場所〉　市内参加飲食店、総菜店、
精肉店等２１店舗。詳しくは越谷商工会
議所ホームページ（http://www.koshigaya-cci.
or.jp/topics_detail.php?id=167）をご覧ください
B産業支援課☎967－4680

教
育
委
員
会
委
員

堀
川
智
子
氏
の
任
命
に
同
意

人
権
擁
護
委
員

石
塚
登
志
子
氏
の
推
薦
に
同
意

12
月
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

 市内飲食店等で販売

「越谷の縁起コロッケ」
 市内飲食店等で販売

「越谷の縁起コロッケ」 住
民
投
票
の
実
施
請
求
に

必
要
な
署
名
数
は

５
５
７
３
人
で
す

公
募
委
員
募
集

　

市
で
は
、「
越
谷
市
本
庁
舎
建

設
基
本
計
画
（
改
訂
版
）」
を
策
定

し
、
新
庁
舎
建
設
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
を
参
考
に
建

物
の
デ
ザ
イ
ン
や
配
置
、
必
要
な

設
備
な
ど
の
庁
舎
の
基
本
的
な
内

容
を
示
し
た
「
越
谷
市
新
庁
舎
建

設
基
本
設
計
（
素
案
）」
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

〈
応
募
方
法
〉　
１
月
２９
日
㈪
〜

２
月
２７
日
㈫
（
消
印
有
効
）
に
、

意
見
用
紙
を
直
接
庁
舎
管
理
課
へ

お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
情
報
公
開

セ
ン
タ
ー
（
本
庁
舎
２
階
）・
各

地
区
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
ご
意

見
箱
へ
（
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ

ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
）。
素

案
の
閲
覧
と
意
見
用
紙
の
配
布

は
、
庁
舎
管
理
課
と
ご
意
見
箱
設

置
場
所
で
行
う
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す

＊
い
た
だ
い
た
ご
意
見
へ
の

個
別
回
答
は
行
い
ま
せ

ん
。
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す

市
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

〈
日
時
・
場
所
〉
　
▽
１
月

３１
日
㈬
…
市
役
所
本
庁
舎
５

階
第
１
委
員
会
室　

▽
２
月

１
日
㈭
…
北
部
市
民
会
館
４

階
ホ
ー
ル　

▽
２
月
６
日
㈫

…
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
。
い
ず
れ
も
午

後
７
時
か
ら

〈
内
容
〉
　
越
谷
市
新
庁
舎

建
設
基
本
設
計
（
素
案
）
と
意
見

募
集
に
関
す
る
説
明

b
庁
舎
管
理
課
（
第
三
庁
舎
３

階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
３
４
、
D

９
６
６
＝
６
０
０
８
、
H10035

800@city.koshigaya.saitama.jp

越
谷
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計（
素
案
）へ

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

め　で

□
平
成
30
年
度
越
谷
市
食
品
衛
生
監

視
指
導
計
画
（
案
）

　

市
で
は
、
市
民
の
食
に
対
す
る
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
食
品

衛
生
法
に
基
づ
き
、
越
谷
市
食
品
衛

生
監
視
指
導
計
画
を
毎
年
度
策
定
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
平
成
３０
年

度
の
計
画
（
案
）
を
ま
と
め
ま
し
た

の
で
、
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

〈
応
募
方
法
〉　
１
月
９
日
㈫
〜
２

月
９
日
㈮
（
必
着
）
に
、
意
見
用
紙

を
直
接
生
活
衛
生
課
へ
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
情
報
公
開
セ
ン
タ
ー
（
本

庁
舎
２
階
）・
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設

置
す
る
ご
意
見
箱
へ
（
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま

す
）。
計
画
案
の
閲
覧
と
意
見
用
紙

の
配
布
は
生
活
衛
生
課
と
ご
意
見
箱

設
置
場
所
で
行
う
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す

＊
い
た
だ
い
た
ご
意
見
へ
の
個
別
回

答
は
行
い
ま
せ
ん
。
結
果
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す

b
生
活
衛
生
課
（
〠
３４３
＝
０
０
２
３

東
越
谷
１０
の
８１
）
☎
９
７
３
＝
７
５

３
３
、
D
９
７
３
＝
７
５
３
６
、
H

10075500@city.koshigaya.saitama.jp

傍
聴
す
る

新庁舎外観（イメージ）
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□
住
ま
い
の
情
報
館
跡
地
の
土
地
・

建
物

　

社
会
福
祉
法
人
の
方
へ
住
ま
い
の

情
報
館
跡
地
の
土
地
・
建
物
を
一
般

競
争
入
札
で
公
売
し
ま
す
。

〈
入
札
物
件
〉　
【
土
地
】
大
吉
字

圦
前
４
６
３
の
１
お
よ
び
４
６
４
の

１
（
宅
地
）…
１
５
２
７
・
２３
平
方

㍍　

【
建
物
】
木
造
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼

板
ぶ
き
２
階
建
（
居
宅
）…
２
０

４
・
６１
平
方
㍍

〈
申
込
み
〉　
１
月
２５
日
㈭
〜
３０
日

㈫
に
申
込
書
を
直
接
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
課
へ
。
公
売
募
集
要

領
は
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す

〈
入
札
・
開
札
〉　

a
２
月
１
日

㈭
、
午
後
２
時
か
ら　

d
市
役
所
第

三
庁
舎
５
階
会
議
室
５

b
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
課

（
本
庁
舎
２
階
）
☎
９
６
３
＝
９
１

２
４

　

住
基
カ
ー
ド
に
格
納
す
る
電
子
証

明
書
の
発
行
は
終
了
し
ま
し
た
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
の
方
は
、
確

定
申
告
前
に
有
効
期
限
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
再
度
電
子
証
明
書
を
必
要

と
す
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〈
確
認
方
法
〉　
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ

イ
タ
を
お
持
ち
の
方
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｋ
Ｉ

利
用
者
ソ
フ
ト
（https://www.jpki.go.

jp/download/index.html

）
で
確
認
で
き

ま
す
。
こ
の
方
法
で
確
認
で
き
な
い

方
は
、
住
基
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書

類
を
お
持
ち
の
う
え
直
接
左
記
へ　

b
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当
（
本

庁
舎
１
階
）
☎
９
４
０
＝
８
６
０
４

公
　
売

住
基
カ
ー
ド
に
格
納
し
た

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

a
２
月
４
日
㈰
、
午
前
９
時
〜
午
後

４
時　

d
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担

当　

f
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電

子
証
明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書
が

届
い
た
方　

e
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
受
け
取
り
は
事
前
に
電
話
予
約

が
必
要
で
す
。
予
約
は
左
記
で
随
時

受
け
付
け
ま
す　

b
市
民
課
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
担
当
（
本
庁
舎
１
階
）
☎
９

４
０
＝
８
６
０
４

　

本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
の
写

し
や
戸
籍
証
明
書
等
を
本
人
以
外
の

第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
そ
の

事
実
を
文
書
で
お
知
ら
せ
す
る
制
度

で
、
利
用
に
は
、
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
証
明
書
の

不
正
利
用
を
行
い
に
く
い
環
境
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
個
人
情
報
漏

え
い
の
被
害
を
早
期
に
食
い
止
め
る

た
め
、
ぜ
ひ
本
人
通
知
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

＊
法
令
に
基
づ
き
正
当
な
理
由
が
あ

る
場
合
は
、
第
三
者
か
ら
の
請
求

で
も
住
民
票
の
写
し
等
を
交
付
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す

〈
登
録
で
き
る
方
〉　
越
谷
市
に
住

民
登
録
し
て
い
る
方
ま
た
は
本
籍
地

が
越
谷
市
に
あ
る
方

〈
申
請
窓
口
〉　
市
民
課
（
本
庁
舎

１
階
）、
北
部
・
南
部
出
張
所

＊
郵
送
で
も
申
請
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
市
民
課
へ

〈
必
要
書
類
〉　
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
の
本
人
確
認
書
類
。
代
理
の
方

が
お
越
し
に
な
る
場
合
は
、
申
請
者

本
人
が
署
名
押
印
し
た
委
任
状
（
未

成
年
の
方
の
申
請
は
、
法
定
代
理
人

で
あ
れ
ば
委
任
状
は
不
要
で
す
）

b
市
民
課
☎
９
６
３
＝
９
１
２
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

要予約

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民

の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年

中
は
市
政
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
は
、
今
年
１１
月
に
市
制
施

行
６０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
市
制
施
行
６０
周

年
の
気
運
を
高
め
る
た
め
、
昨
年
１１
月
３

日
か
ら
今
年
の
１１
月
３
日
ま
で
を
記
念
事

業
期
間
と
し
、
昨
年
１１
月
５
日
に
開
催
さ

れ
た
市
民
体
育
祭
中
央
大
会
の
中
で
キ
ッ

ク
オ
フ
宣
言
を
し
た
ほ
か
、
越
谷
市
弓
道

連
盟
に
よ
る
遠
的
演
武
披
露
や
市
内
高
校

書
道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披

露
な
ど
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
市
制
施
行
６０
周
年
を
市
民
の
皆
様
と

と
も
に
祝
い
、
先
人
が
築
い
て
き
た
歴
史

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
輝
か
し
い
未
来
へ

向
か
っ
て
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
、
越
谷
駅
前
に
観
光
物
産
拠

点
施
設
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
の
蔵
屋
敷
」
を

オ
ー
プ
ン
し
、
ま
ち
の
賑
わ
い
に
繋
が
る

集
客
・
送
客
・
交
流
拠
点
と
し
て
、「
こ
し

が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
」
な
ど
の
特
産
品

の
販
売
並
び
に
「
せ
ん
べ
い
」
や
「
だ
る

ま
」
な
ど
の
伝
統
的
手
工
芸
品
の
体
験
等

を
通
じ
て
本
市
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
し

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
様
に
お

越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
引
き
続
き
、
全
て
の
市
民

の
皆
様
が
安
全
、
安
心
、
そ
し
て
、
越
谷

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
誇
り
の
持
て
る
、

い
き
い
き
と
活
性
化
す
る
ま
ち
の
実
現
に

向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
、
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

年頭のごあいさつ

新
た
な
年
を
迎
え
て

越
谷
市
長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
、
越
谷
市
は
市
制
施
行
６０
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
世
代
を
超
え
て

積
み
重
ね
ら
れ
、
発
展
し
て
き
た
本
市
の

歩
み
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
良
い
ま
ち
と

な
る
よ
う
市
議
会
と
し
て
も
皆
様
と
共
に

進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会
が
急
速

に
進
展
す
る
中
で
、
地
方
公
共
団
体
は
、

福
祉
や
医
療
、
教
育
、
環
境
を
は
じ
め
、

地
域
の
災
害
対
策
や
経
済
活
性
化
の
推
進

な
ど
、
市
民
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
多
様

な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た

財
源
の
も
と
、こ
れ
ら
に
的
確
に
対
応
し
、

魅
力
的
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
を
今
後
と
も

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
市
議
会
と
し
て

果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
は
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、越
谷
市
議
会
で
は
、市
民
に
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
議
会
活
性
化
の

取
り
組
み
を
継
続
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
か
ら
新
た
に
市

議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
委
員
会
の
録
画
中
継

の
試
行
な
ど
も
重
ね
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
議
会
の
機

能
を
十
分
に
発
揮
し
、
本
市
の
発
展
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
な
お

一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

新
年
に
あ
た
っ
て

越
谷
市
議
会
議
長

　

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進

を
図
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険

（
実
施
年
度
中
４０
歳
以
上
の
方
）

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
に
要
し
た
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

＊
年
度
内
に
受
診
結
果
を
提
出
で

き
な
い
場
合
は
国
民
健
康
保
険

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

＊
助
成
後
に
特
定
健
康
診
査
・
後

期
高
齢
者
健
康
診
査
の
受
診
が

判
明
し
た
場
合
、
助
成
金
を
返

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す

＊
医
療
費
控
除
特
例
制
度
（
ス

イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
控
除
制
度
）

の
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お

申
し
出
く
だ
さ
い

e
直
接
国
民
健
康
保
険
課
へ
。
北

部
・
南
部
出
張
所
、
地
区
セ
ン

タ
ー
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

　

b
国
民
健
康
保
険
課
（
第
二
庁

舎
１
階
）
▽
国
民
健
康
保
険
に
加

入
の
方…

給
付
担
当
☎
９
６
３
＝

９
１
５
４
、
▽
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
の
方…

後
期
高
齢
者

医
療
担
当
☎
９
６
３
＝
９
１
７
０

平成29年度の人間ドック検診料助成の
申請・請求は3月30日（金）までです

国民健康保険 後期高齢者医療制度

対象者

助成金額

助成要件

申請
・
請求

年度年齢40歳以上
で越谷市国民健康保
険に加入の方

平成29年度に受診した人間ドックの検診
料に要した費用で10,000円を限度とし、
1人につき一年度に1回の助成

・国民健康保険税または後期高齢者医療保
険料に滞納がないこと
・人間ドックの検査項目に特定健診の基本
的な検査項目を含むこと
・助成を受ける年度の特定健診または後期
高齢者健診を受診していないこと

越谷市で資格を有す
る後期高齢者医療制
度に加入の方

人間ドックを受診後、申請書、問診・確認
票（国保のみ）、請求書に次の書類を添付
してご申請・ご請求ください。申請書等は
国民健康保険課で配布します
〈持ち物〉
国保・後期共通 …被保険者証、検診機関
で発行された人間ドック検診料の領収証
（原本）、検診機関で発行された人間ドッ
ク検診結果の写し
国保の方 …世帯主の印鑑、世帯主名義の
振込先口座情報
後期の方 …受診者の印鑑、受診者名義の
振込先口座情報

越谷市国民健康保険・後期高齢者医療制度
に加入の方へ

本
人
通
知
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
いに

ぎ

つ
な
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平
成
２９
年
１２
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集

申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ

ま
に
は
、
ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
先
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支

持
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
越
谷
市
長
と

し
て
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
２
期
８
年
間

に
渡
り
積
み
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
成
果

を
も
と
に
、
今
後
と
も
中
核
市
に
ふ
さ
わ

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
全
身
全
霊
を
傾
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
議
員
の
皆
さ

ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
８
年
前
の
市
長
就
任
時

に
「
安
心
度
埼
玉
№
１
の
越
谷
」、「
市
民

が
誇
れ
る
越
谷
」
を
基
本
理
念
と
し
、
２

期
目
に
お
い
て
も
、
こ
の
２
つ
の
基
本
理

念
の
も
と
、
８
つ
の
重
点
目
標
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
議
員
の
皆
さ

ま
や
市
民
の
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
成
し
え
た
も
の
で
あ
り
、
改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
市
長
就
任
３
期
目
に
あ
た
り

ま
し
て
、
私
の
今
後
の
市
政
運
営
に
対
す

る
所
信
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

私
は
、こ
れ
ま
で
掲
げ
た
基
本
理
念
に
、

新
た
に
「
い
き
い
き
活
性
化
す
る
越
谷
」

を
加
え
た
３
つ
を
基
本
理
念
と
し
て
、
市

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

１
つ
目
の
基
本
理
念
は
、「
安
心
度
埼

玉
№
１
の
越
谷
」
で
す
。引
き
続
き
、生
活

重
視
の
視
点
で
、
子
育
て
、
医
療
や
介
護
、

教
育
や
環
境
、
産
業
や
雇
用
、
防
犯
や
防

災
な
ど
の
各
分
野
で
心
配
や
不
安
を
な
く

す
た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。と
り
わ
け
、近
年
頻
発
し
て

い
る
台
風
・
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
や
、

犯
罪
や
交
通
事
故
等
の
防
止
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、「
安
心
度
埼
玉
№
１
」
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
つ
目
の
基
本
理
念
は
、「
市
民
が
誇

れ
る
越
谷
」
で
す
。
中
核
市
と
な
っ
た
本

市
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
県
南
東
部
地
域

の
中
核
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
を
目
指

す
と
と
も
に
、「
越
谷
市
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
」
と
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
つ
目
の
基
本
理
念
は
、「
い
き
い
き
活

性
化
す
る
越
谷
」で
す
。本
市
の
人
口
増
が

続
い
て
い
る
今
こ
そ
、
首
都
近
郊
と
い
う

利
便
性
に
優
れ
た
立
地
を
生
か
し
、農
業
、

工
業
、
商
業
、
物
流
な
ど
の
産
業
の
活
性

化
と
雇
用
の
拡
大
を
図
り
、
い
き
い
き
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
３
つ
の
基
本
理
念
を
実
現
す
る

た
め
の
８
つ
の
目
標
と
具
体
項
目
に
つ
い

て
、
そ
の
主
な
も
の
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
１
つ
目
は
、「
子
育
て
に
や
さ
し

い
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち　

越
谷
」
で
す
。

　

近
年
、
急
速
な
少
子
化
の
進
行
や
保
護

者
の
就
労
環
境
の
多
様
化
な
ど
に
伴
い
、

子
ど
も
と
そ
の
家
族
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
中
、
妊
娠
、
出
産
か
ら

育
児
ま
で
、
さ
ら
に
は
子
ど
も
の
成
長
に

応
じ
た
、
切
れ
目
の
な
い
施
策
の
展
開
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の

貧
困
に
つ
い
て
、
平
成
２８
年
の
厚
生
労
働

省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
２７
年
の
日
本

の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
１３
・
９
％
、
実
に

７
人
に
１
人
が
貧
困
に
陥
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
成
長
過
程
で
学
習
機
会
や

生
活
体
験
の
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、
結
果
と

し
て
貧
困
が
世
代
を
超
え
て
連
鎖
す
る
と

い
う
問
題
も
生
じ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
で

き
、
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
で
き
る
環
境

づ
く
り
や
、
子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
心
豊

か
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
急
務
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、

保
育
所
や
学
童
保
育
室
の
待
機
児
童
を
な

く
す
た
め
、
定
員
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支
援
す
る

た
め
、
現
在
２
カ
所
あ
る
保
育
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
さ
ら
に
増
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
に
渡

る
総
合
的
相
談
支
援
を
実
施
す
る
た
め
の

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
を

推
進
す
る
ほ
か
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

進
め
る
た
め
、
子
ど
も
食
堂
、
フ
ー
ド
バ

ン
ク
へ
の
支
援
や
就
学
支
援
等
を
拡
充
し

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
家
庭

や
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
生
活
困
窮
者
な

ど
が
困
っ
た
と
き
に
気
軽
に
相
談
で
き
る

「
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」
を
市
内
の
南
北

に
２
カ
所
設
置
す
る
ほ
か
、
引
き
続
き
、

障
が
い
者
の
社
会
参
加
お
よ
び
就
労
支
援

を
促
進
し
、
保
護
者
へ
の
支
援
を
拡
充
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、「
健
康
で
生
涯
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち　

越
谷
」
で
す
。
市
民
の

元
気
は
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
り
ま

す
。
市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
康

で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
日
本
は
世
界
と
比
べ
て
も
非
常
に
速

い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
お

り
、
総
務
省
が
発
表
し
て
い
る
平
成
２９
年

版
高
齢
社
会
白
書
で
は
、
高
齢
化
率
は

２７
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
市
に

お
き
ま
し
て
も
平
成
２９
年
１１
月
１
日
現
在

で
高
齢
化
率
が
２４
・
５
％
と
、
平
均
を
下

回
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
決
し
て
低
い
と

は
言
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
の
多
く
は
社
会
参
加
が
可
能
な
元

気
な
方
々
で
す
。
そ
の
よ
う
な
元
気
な
高

齢
者
の
皆
さ
ま
が
健
康
寿
命
を
延
ば
せ
る

よ
う
、
市
民
、
関
係
団
体
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
健
康
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

高
齢
社
会
を
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
を

創
り
上
げ
る
ほ
か
、
地
域
福
祉
の
要
で
あ

り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

地
域
の
中
核
的
機
関
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
立
病

院
や
保
健
所
に
隣
接
し
て
新
保
健
セ
ン
タ

ー
を
整
備
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
強
化
な
ど
地
域

保
健
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
る
た
め
の
拠

点
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
認
知

症
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
、
福
祉
人
材

育
成
を
図
る
独
自
の
越
谷
版
認
証
制
度
を

創
設
す
る
ほ
か
、
緩
和
ケ
ア
・
タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
、
救
急
体
制
の
強
化
な
ど
市
立
病

院
機
能
の
拡
充
や
、
超
高
齢
社
会
に
対
応

し
た
救
急
医
療
と
在
宅
医
療
の
連
携
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、「
誰
も
が
い
き
い
き
と
働

き
生
活
で
き
る
ま
ち　

越
谷
」
で
す
。
わ

が
国
の
経
済
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
か
ら

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
持
ち
直
し
つ
つ

あ
り
、
平
成
２９
年
１０
月
の
政
府
月
例
経
済

報
告
に
お
い
て
も
、
国
内
景
気
に
つ
い
て

「
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
」

と
の
判
断
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

依
然
と
し
て
景
気
回
復
を
実
感
で
き
る
ま

で
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
生

活
を
よ
り
豊
か
で
実
り
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
は
、
本
市
の
経
済
が
力
強
く
成
長

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
市
の
優
れ
た

立
地
を
生
か
し
、
農
業
、
工
業
、
商
業
、

物
流
な
ど
の
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
拡

大
を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
埼
玉
県
企
業
局
と
連
携

し
た
産
業
団
地
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
産
業
団
地
の
創
出
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
産
業
の
活
性
化

に
よ
り
、
市
内
に
お
け
る
雇
用
の
拡
大
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
京
近

郊
の
特
性
を
生
か
し
た
都
市
型
高
収
益
農

業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

「
休
憩
」「
地
域
連
携
」「
防
災
」「
福
祉
」

な
ど
の
役
割
を
担
い
、
越
谷
市
の
魅
力
を

発
信
、
創
出
す
る
「
道
の
駅
」
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

４
つ
目
は
、「
水
と
緑
と
太
陽
の
下
、

自
然
豊
か
な
エ
コ
タ
ウ
ン　

越
谷
」
で

す
。
本
市
は
、「
水
郷
こ
し
が
や
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
、
多
く
の
河
川
や
水
路
に

囲
ま
れ
た
緑
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
や
屋
敷
林
な
ど

身
近
な
緑
の
保
全
・
育
成
に
よ
り
、
多
様

な
動
植
物
の
生
息
環
境
が
守
ら
れ
て
き
て

お
り
、
こ
う
し
た
豊
か
な
自
然
と
暮
ら
し

や
す
い
環
境
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
引
き
続
き
、
自
然
豊
か
な
河
川
緑
道

整
備
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
集
積
所
へ
の
ご
み
出
し
が
困
難
な
方

に
対
し
て
行
っ
て
い
る
ふ
れ
あ
い
収
集
の

条
件
を
緩
和
す
る
な
ど
、
ご
み
収
集
体
制

の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
引
き
続
き
、
ご
み
減
量
の
効
率
化
と

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
な
ど
資
源
ご
み
の

有
効
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

５
つ
目
は
、「
災
害
に
強
い
、
安
全
・

安
心
・
快
適
な
ま
ち　

越
谷
」
で
す
。
近

年
は
台
風
や
大
雨
被
害
な
ど
災
害
の
頻
発

化
、
局
地
化
、
激
甚
化
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自

然
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
お
よ
び
財
産
を

守
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が
重

要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

大
規
模
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
広
域
的
な
防

災
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
ほ
か
、
浸
水
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
、
排
水
ポ
ン
プ
を
増

設
す
る
な
ど
、
内
水
排
水
設
備
を
整
備
拡

充
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
、
安
全
か
つ
利
便
性
の
高
い
都
市
計
画

道
路
や
道
水
路
の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
市
内

地
域
の
高
架
化
と
側
道
整
備
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

６
つ
目
は
、「
元
気
で
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
の
輝
く
ま
ち　

越
谷
」
で
す
。
学
校
教
育
の
現
場
に
お
い

て
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
問
題
行

動
、
子
ど
も
の
学
ぶ
意
欲
や
生
活
習
慣
の

未
確
立
、
規
範
意
識
や
体
力
の
低
下
な
ど

が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
、
積
極
的
に
学
習
に
取
り
組
み
、
豊
か

な
人
間
性
と
社
会
性
を
身
に
つ
け
て
い
く

た
め
に
は
、
教
育
環
境
の
一
層
の
整
備
が

必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本

市
で
は
、「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」
に

向
け
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
や
図
書

館
な
ど
を
拠
点
施
設
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
講
座
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
積

極
的
な
生
涯
学
習
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
後
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生

涯
に
渡
り
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま

ず
、
子
ど
も
た
ち
が
１
日
の
大
半
を
過
ご

す
場
で
あ
る
学
校
に
お
い
て
、
小
・
中
学

校
ト
イ
レ
洋
式
化
の
整
備
を
促
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒

が
明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
い
じ
め
対
策
お
よ
び
不

登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
学
校
図
書
館
司
書
の
さ
ら
な
る

拡
充
に
よ
り
、
子
ど
も
の
読
書
力
向
上
な

ど
を
図
る
ほ
か
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
、
就
学
援
助
制
度
に
お
け
る

入
学
前
支
給
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
利
用
者
が
安
全
で
快
適
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
第

２
競
技
場
の
人
工
芝
化
を
は
じ
め
、
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
施
設

の
改
修
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

７
つ
目
は
、「
地
方
分
権
、
市
民
自
治

の
ま
ち　

越
谷
」
で
す
。
自
治
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
市

政
へ
の
参
加
と
、
市
と
市
民
、
市
民
相
互

の
連
携
・
協
働
の
も
と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
変
重

要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

存
在
意
義
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
自
治
会

の
加
入
促
進
等
の
た
め
、
自
治
会
振
興
交

付
金
の
増
額
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
自
治
会
館
の
活
用
を
促
進
し
、
住
民

の
交
流
、
防
災
な
ど
自
治
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
引
き
続

き
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
を
計
画
的

に
整
備
し
、
地
区
住
民
の
利
便
性
の
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

８
つ
目
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
ツ
ケ
を

残
さ
な
い
ま
ち　

越
谷
」
で
す
。
本
市
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
や
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
多

様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
、
効
率

的
で
効
果
的
な
行
政
経
営
を
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

な
ど
に
よ
る
社
会
保
障
経
費
を
は
じ
め
と

し
た
義
務
的
経
費
に
加
え
、
公
共
施
設
等

の
維
持
・
更
新
経
費
に
も
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
適
正
な
行
政
コ

ス
ト
の
維
持
と
市
債
残
高
の
削
減
な
ど
後

世
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
健
全
な
財
政
運
営

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
庁
内
関

係
部
署
お
よ
び
地
元
住
民
の
皆
さ
ま
と
の

合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
公
共
施
設
の

適
正
な
管
理
と
新
た
な
活
用
方
法
の
推
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信

の
一
端
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

昨
今
の
厳
し
く
先
行
き
の
定
か
で
な
い

社
会
経
済
情
勢
の
中
、
解
決
す
べ
き
課
題

は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２７

年
４
月
に
中
核
市
に
移
行
し
ま
し
た
が
、

次
の
世
代
に
大
き
な
負
担
を
残
さ
ず
、
よ

り
身
近
で
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
政
策
課
題

に
対
し
て
情
熱
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

着
実
に
対
応
し
、
越
谷
市
の
未
来
を
確
か

な
も
の
に
す
る
こ
と
が
、
私
に
与
え
ら
れ

た
今
後
４
年
間
の
責
務
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
新

た
な
発
想
で
越
谷
市
の
魅
力
を
引
き
出

し
、「
越
谷
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
こ

れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」
と
市
民
の
皆

さ
ま
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
、
笑
顔
と
活

力
に
満
ち
た
元
気
な
ま
ち
を
創
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
目
線
に
立

ち
、
市
民
の
声
を
重
視
し
、
先
に
述
べ
た

８
つ
の
目
標
を
は
じ
め
、
多
様
な
市
民
ニ

ー
ズ
に
対
し
ま
し
て
も
、
可
能
な
限
り
、

タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
積
極
果
敢
に
対
応
す
る

な
ど
、
市
政
運
営
に
尽
力
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し

て
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
高
橋
市
長
略
歴
〉

　

昭
和
１８
年
５
月
２７
日
、
越
谷
市
に
生
ま

れ
る
。
７４
歳
。

　

昭
和
３７
年
４
月
、
越
谷
市
役
所
に
入

庁
。
昭
和
４２
年
３
月
、
越
谷
市
役
所
に
勤

務
す
る
か
た
わ
ら
、
日
本
大
学
法
学
部
法

律
学
科
（
第
二
部
）
卒
業
。

　

昭
和
５０
年
５
月
、
越
谷
市
議
会
議
員
選

挙
に
初
当
選
、
連
続
６
期
務
め
た
後
、
平

成
１０
年
７
月
、
埼
玉
県
議
会
議
員
選
挙
に

初
当
選
、
連
続
４
期
務
め
る
。

　

平
成
２１
年
１１
月
、
越
谷
市
長
選
挙
に
初

当
選
、
現
在
３
期
目
。

　
12
月
定
例
会
で
高
橋
市
長
は
３
期
目
就
任
に
あ
た
り
、
所
信
表
明
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
全
文
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

所
信
表
明（
全
文
）
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□
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

　

市
立
図
書
館
と
市
内
各
図
書
室

（
北
部
・
南
部
・
中
央
図
書
室
）

の
新
刊
雑
誌
の
カ
バ
ー
や
書
架
扉

に
広
告
を
掲
載
す
る
、
雑
誌
ス
ポ

ン
サ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

〈
対
象
〉　

企
業
、
商
店
、
団
体

な
ど

〈
申
込
み
〉　

申
込
書
に
広
告

案
、
企
業
等
の
概
要
が
分
か
る
も

の
を
添
え
て
、
直
接
市
立
図
書
館

へ
。
申
込
書
は
市
立
図
書
館
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
立
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す

b
市
立
図
書
館
☎
９
６
５
＝
２
６

５
５
（
月
曜
日
休
館
）

□
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告

掲
載
業
務
を
行
う
事
業
者

　

４
月
１
日
〜
平
成
３１
年
３
月
３１

日
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
バ
ナ
ー
広
告
に
つ
い
て
、
一
括

で
広
告
掲
載
業
務
を
行
う
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。
事
業
者
は
一
般

競
争
入
札
で
決
定
し
ま
す
。

〈
申
込
み
〉　

１
月
２５
日
㈭
ま
で

に
、
申
込
書
を
直
接
広
報
広
聴
課

へ
。
申
込
書
と
入
札
参
加
要
領

は
、
広
報
広
聴
課
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で

き
ま
す

b
広
報
広
聴
課
☎
９
６

３
＝
９
１
１
７
（
本
庁

舎
２
階
）

広
告
掲
載
を
行
う

事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　

例
年
、
確
定
申
告
会
場
は
大
変
混

雑
す
る
た
め
、
来
場
し
て
か
ら
手
続

き
が
終
了
す
る
ま
で
、
平
均
９０
分
程

度
（
最
大
１
８
０
分
以
上
）
を
要
し

て
い
ま
す
。
申
告
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
（http://www.keisan.nta.go.

jp/

）
で
作
成
し
、
郵
送
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
（
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
）
で
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

作
成
コ
ー
ナ
ー
等
の
操
作
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成

コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（
☎
０
５

７
０
＝
０
１
＝
５
９
０
１
。
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
で
の
提
出
は
専
用
の

機
器
が
必
要
で
す

　

所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税

の
確
定
申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

〈
会
場
〉　

イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

ｋ
ａ
ｚ
ｅ
３
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

〈
期
間
〉　

２
月
１６
日
㈮
〜
３
月
１５

日
㈭
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
。
２

月
１８
日
㈰
・
２５
日
㈰
は
開
場
）

＊
日
曜
日
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で

平
日
の
来
場
を
お
勧
め
し
ま
す

〈
受
け
付
け
時
間
〉　

午
前
９
時
〜

午
後
４
時
（
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
、

受
け
付
け
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
申
告
書
の
作

成
に
は
時
間
を
要
す
る
の
で
、
早
め

に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

＊
申
告
会
場
設
置
期
間
中
は
、
越
谷

税
務
署
庁
舎
で
は
申
告
相
談
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん

●
医
療
費
控
除
に
関
す
る
明
細
書
の

提
出
義
務
化
に
つ
い
て

　

平
成
２９
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

医
療
費
控
除
は
領
収
書
の
提
出
が
不

要
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
領
収
書

の
提
出
の
代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除

の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要
で
、
税

務
署
か
ら
記
入
内
容
の
確
認
を
求
め

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
領
収
書

は
５
年
間
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
む
つ
使
用
証
明
書
や
在
宅
介
護

費
用
証
明
書
な
ど
、
医
療
費
控
除

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
医
師
等

が
発
行
し
た
証
明
書
は
提
出
が
必

要
で
す

＊
平
成
３１
年
分
の
確
定
申
告
ま
で

は
、
従
来
ど
お
り
領
収
書
の
添
付

や
提
示
に
よ
る
申
告
も
で
き
ま
す

●
公
的
年
金
等
受
給
者
に
係
る
確
定

申
告
不
要
制
度
に
つ
い
て

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
４
０
０
万
円
以
下
か
つ
公
的
年

金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
２０
万
円
以
下
の
場
合
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要
の
場

合
で
も
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す

＊
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合

や
、
純
損
失
や
雑
損
失
の
繰
越
控

除
な
ど
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に

は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要

で
す

＊
平
成
２７
年
分
以
後
は
、
外
国
の
制

度
に
基
づ
き
国
外
に
お
い
て
支
払

わ
れ
る
年
金
な
ど
源
泉
徴
収
の
対

象
と
な
ら
な
い
公
的
年
金
等
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
確
定
申
告

不
要
制
度
の
対
象
外
で
す

　

次
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
自
己

負
担
分
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

〈
施
設
サ
ー
ビ
ス
〉

▽
介
護
老
人
保
健
施
設
と
介
護
療
養

型
医
療
施
設
の
介
護
費
、
食
費
お
よ

び
居
住
費　

▽
介
護
老
人
福
祉
施
設

と
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

の
介
護
費
、
食
費
お
よ
び
居
住
費
の

２
分
の
１
相
当
額

〈
居
宅
介
護
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
〉

　

介
護
保
険
給
付
の
自
己
負
担
額
の

う
ち
、
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す

る
も
の

①
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
…
訪
問
看
護
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅

療
養
管
理
指
導
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
（
食
費
含
む
）
、
短
期
入

所
療
養
介
護
（
食
費
・
滞
在
費
含

む
）
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
（
一
体
型
事
業
所
で
訪

問
看
護
を
利
用
す
る
場
合
に
限

る
）
、
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
（
前
記
の
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
を

含
む
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
提
供
さ
れ

る
も
の
（
生
活
援
助
中
心
型
の
訪
問

介
護
の
部
分
は
除
く
）
に
限
る
）

②
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
と
併
用
の
福
祉

系
サ
ー
ビ
ス
…
訪
問
介
護
（
生
活
援

助
中
心
型
を
除
く
）
、
夜
間
対
応
型

訪
問
介
護
、
訪
問
入
浴
介
護
、
通
所

介
護
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
短
期
入
所

生
活
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
（
一
体
型
事
業
所
で
訪

問
看
護
を
利
用
し
な
い
場
合
と
連
携

型
事
業
所
に
限
る
）
、
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
（
前
記
の
医
療

系
サ
ー
ビ
ス
を
含
ま
な
い
組
み
合
わ

せ
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
も
の
（
生
活

援
助
中
心
型
の
訪
問
介
護
の
部
分
は

除
く
）
に
限
る
）
、
地
域
支
援
事
業

の
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
（
生
活
援
助
中

心
の
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
）
、
地
域
支

援
事
業
の
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
（
生
活

援
助
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
）

　

右
記
以
外
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
医

療
費
控
除
の
対
象
外
で
す
。
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
負
担
軽
減
制
度
等
に
よ
る

支
給
を
受
け
た
場
合
は
こ
れ
を
差
し

引
い
た
金
額
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
お
む
つ
使
用
証
明
書
の
発
行

　

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
方
の
う
ち
、
要
介
護
認
定
を
受
け

て
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
、

お
む
つ
使
用
証
明
書
を
発
行
し
ま

す
。
手
数
料
は
２
０
０
円
で
す
。
初

め
て
控
除
申
請
す
る
方
は
医
療
機
関

が
発
行
し
ま
す
。

●
所
得
税
・
地
方
税
の
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
の
発
行

　

６５
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受

け
、
寝
た
き
り
状
態
等
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
方
は
、
障
害
者
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
介
護
保
険
課
へ

ご
申
請
く
だ
さ
い
（
無
料
）
。

b
介
護
保
険
課
（
第
二
庁
舎
１
階
）

９
６
３
＝
９
１
６
９

□
休
日
納
税
窓
口
を
開
き
ま
す

a
１
月
２１
日
㈰
・
２
月
４
日
㈰
、
午

前
９
時
〜
午
後
３
時　

d
b
収
納
課

（
第
二
庁
舎
３
階
）
☎
９
６
３
＝
９

１
４
２

□
平
成
30
年
度
の
市
・
県
民
税
の
申

告
出
張
受
け
付
け

　

必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
広
報
こ

し
が
や
お
知
ら
せ
版
２
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

a
d
左
表
の
と
お
り　

f
市
・
県
民

税
の
申
告
が
必
要
な
方

＊
市
役
所
で
の
受
け
付
け
は
２
月
１６

日
㈮
以
降
で
す

＊
所
得
税
の
還
付
ま
た
は
納
税
が
必

要
な
方
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
や
越
谷

税
務
署
主
催
の
会
場
で
確
定
申
告

を
行
っ
て
く
だ
さ
い

b
市
民
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４

４
・
９
１
４
５

□
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

g
平
成
２９
年
度
分
の
市
・
県
民
税
に

つ
い
て
、
申
告
等
に
よ
り
年
税
額
に

変
更
の
あ
っ
た
方
、
新
た
に
課
税
さ

れ
た
方
や
退
職
等
に
よ
り
納
付
方
法

が
変
更
さ
れ
た
方
に
通
知
書
と
納
付

書
（
口
座
振
替
の
方
に
は
通
知
書
の

み
）
を
１
月
５
日
㈮
に
発
送
し
ま

す
。
新
た
に
お
送
り
す
る
納
付
書
で

お
納
め
く
だ
さ
い　

b
市
民
税
課
☎

９
６
３
＝
９
１
４
４
・
９
１
４
５

い
ず
れ
も
f
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
。
①
年
金
を
受
給

し
て
い
る　

②
医
療
費
控
除
を
受
け

る　

③
年
の
中
途
で
退
職
し
年
末
調

整
が
済
ん
で
い
な
い
。
年
金
収
入
ま

た
は
給
与
収
入
以
外
の
収
入
の
あ
る

方
や
、
雑
損
控
除
ま
た
は
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
（
初
年
度
）
の
相
談

は
行
い
ま
せ
ん

●
税
理
士
事
務
所
等
の
相
談
会

a
２
月
１
日
㈭
〜
１５
日
㈭
、
午
前
９

時
３０
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

　

d
最
寄
り
の
税
理
士
事
務
所
（
２

月
６
日
㈫
、午
後
は
中
央
市
民
会
館
）

　
g
少
額
な
申
告
相
談
と
申
告
書
の

作
成　

e
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み

●
所
得
税
還
付
申
告
相
談
会

a
d
▽
２
月
７
日
㈬
…
中
央
市
民
会

館　

▽
９
日
㈮
…
北
部
市
民
会
館　

▽
１４
日
㈬
…
桜
井
地
区
セ
ン
タ
ー
。

い
ず
れ
も
午
前
９
時
３０
分
〜
１０
時
３０

分
、
午
後
１
時
〜
３
時　

e
当
日
会

場
へ
（
人
数
制
限
あ
り
）

b
関
東
信
越
税
理
士
会
越
谷
支
部
☎

９
６
２
＝
６
１
３
１

確
定
申
告
会
場
を
開
設

イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
に

確
定
申
告
書
は
自
宅
で
作
成
し

郵
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

提
出
で
き
ま
す

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の

自
己
負
担
分
は

医
療
費
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す

出張受付　日程表

＊時間はいずれも午前９時～午後３時３０分
＊施設の安全管理上、午前８時３０分より前のご来場はご遠慮ください

日程
２月 １ 日（木）
２月 ２ 日（金）
２月 5 日（月）
２月 ６ 日（火）
２月 ７ 日（水）
２月 ８ 日（木）
　・９ 日（金）
２月１３日（火）
２月１４日（水）

南越谷地区センター・出羽地区センター
新方地区センター・川柳地区センター
増林地区センター・大沢地区センター
蒲生地区センター
荻島地区センター

北部市民会館

大相模地区センター・北越谷地区センター
桜井地区センター

特設会場

平
成
29
年
度
市・県
民
税
の
第
４
期
、国
民
健
康
保
険
税
の
第
８
期
納
期
限
は
１
月
31
日
㈬
で
す

越
谷
税
務
署
☎
９
６
５
＝
８
１
１
１（
自
動
音
声
案
内
）

B

税
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

雑誌カバーの上などに
広告を掲載できます

税
の

無
料
相
談
会

広告スペース

か　
　

ぜ
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お
知
ら
せ

国
保
の
お
知
ら
せ

看
護
学
生
等
に

修
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す

障
害
者
の
日
記
念
事
業

ポ
ス
タ
ー
募
集

ポ
ス
タ
ー
募
集

高齢者の総合相談窓口

地域包括支援センター

市民農園の利用者を募集します

各地区の窓口
名称

桜井
新方
増林
あいあい
荻島・
北越谷
出羽
蒲生
川柳・
大相模

おおさわ
社会福祉
協議会
南越谷

所　在　地
桜井地区センター
新方地区センター
増林地区センター
大竹831-1

荻島地区センター

出羽地区センター
蒲生地区センター
老人福祉センター
　（ひのき荘内）
東大沢1-11-13

中央市民会館2階

南越谷地区センター

電話番号（048）
970－2015
977－3310
963－3331
971－1077

978－6500

985－3303
985－4700

990－0753

972－4185

966－1851

999－6651

桜井
新方
増林
大袋
荻島・
北越谷
出羽
蒲生
川柳・
大相模
大沢

越ヶ谷

南越谷

農　園　名

宮本町五丁目第3

所在地

宮本町5-63

面積

約30㎡

年間使用料

5,000円

募集
区画数
49

市
制
60

第
38
回
ふ
れ
あ
い
の
日

主な担当地区

第37回最優秀作品

□
国
保
税
納
付
方
法
選
択
の
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
を
お
送
り
し
ま
す

　

平
成
３０
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

を
、
４
月
以
降
、
新
た
に
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
で
納
付
予
定
の
方
に
納

付
方
法
選
択
に
つ
い
て
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
を
発
送
し
ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
口
座
振

替
に
変
更
す
る
場
合
は
、
１
月
３１
日

㈬
ま
で
に
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は

北
部
・
南
部
出
張
所
で
ご
申
請
く
だ

さ
い
。
期
日
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
停
止
時
期
が

６
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉　

①
保
険

証　

②
振
替
口
座
の
通
帳
と
届
出
印

（
新
た
に
口
座
振
替
を
申
し
込
む
方

の
み
）

＊
現
在
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
で

納
付
し
て
い
て
３０
年
度
も
継
続
予

定
の
方
は
、
２９
年
度
の
国
民
健
康

保
険
税
納
税
通
知
書
に
金
額
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い

b
国
民
健
康
保
険
課
（
第
二
庁
舎
１

階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
４
６

□
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

平
成
２９
年
度
の
年
税
額
に
変
更
が

あ
っ
た
方
や
新
た
に
課
税
さ
れ
た

方
、
納
付
方
法
を
変
更
さ
れ
た
方
に

納
税
通
知
書
と
納
付
書
（
口
座
振
替

の
方
に
は
通
知
書
の
み
）
を
１
月
１８

日
㈭
に
発
送
し
ま
す
。

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
４
６

□
交
通
事
故
で
国
保
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
必

ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為

で
け
が
や
病
気
に
な
っ
た
場
合
で

も
、
届
け
出
を
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
来
、
治
療
費
は
加
害
者
が
支
払

う
も
の
で
す
が
、
一
時
的
に
保
険
者

が
立
て
替
え
払
い
を
し
、
後
か
ら
加

害
者
に
費
用
の
請
求
を
し
ま
す
。
示

談
な
ど
の
前
に
必
ず
国
民
健
康
保
険

課
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受

け
取
る
、
ま
た
は
示
談
な
ど
を
す
る

と
、
保
険
給
付
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

b
国
民
健
康
保
険
課
▽
国
民
健
康
保

険
に
加
入
の
方…

☎
９
６
３
＝
９
１

５
４　

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
の
方…

☎
９
６
３
＝
９
１
７
０

□
「
ふ
ら
っ
と
」
お
お
ぶ
く
ろ
を
再

開
し
ま
す

　

漏
水
事
故
の
発
生
に
伴
う
復
旧
工

事
の
た
め
臨
時
休
業
し
て
い
ま
し
た

が
、
１
月
４
日
㈭
か
ら
利
用
を
再
開

し
ま
す
。

b
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
９
６
３

＝
９
１
８
７

□
５
月
の
日
曜
日
分
の
野
球
場
貸
し

出
し
（
抽
選
）
希
望
者
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す

f
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
に
登
録
し

て
い
る
市
内
の
チ
ー
ム
（
登
録
は
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
で
申
請
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
）　

e
２
月
１
日
㈭
〜

６
日
㈫
に
電
子
申
請
で
申
し
込
み
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い　

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
第
二
庁
舎
４
階
）
☎
９
６
３
＝
９

２
８
４

□
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
く
す
の
き
荘

３
階
部
分
の
利
用
を
休
止
し
ま
す

　

空
調
設
備
の
改
修
工
事
の
た
め
、

１
月
４
日
㈭
〜
３１
日
㈬
に
３
階
部
分

（
教
養
娯
楽
室
・
男
女
浴
室
・
多
目

的
ホ
ー
ル
・
機
能
回
復
訓
練
室
・
娯

楽
室
）
の
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

b
く
す
の
き
荘
☎
９
７
９
＝
６
６
０

０□
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
の
き
荘
の

お
風
呂
の
利
用
を
休
止
し
ま
す

　

脱
衣
室
の
補
修
工
事
の
た
め
、
１

月
２４
日
㈬
〜
２５
日
㈭
に
男
女
と
も
に

お
風
呂
の
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

b
ひ
の
き
荘
☎
９
７
３
＝
７
９
０
３

□
離
職
中
の
看
護
職
の
方
は
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
看
護
職
の

資
格
を
お
持
ち
で
、
転
居
や
出
産
育

児
等
で
離
職
し
、
就
業
し
て
い
な
い

方
は
、
埼
玉
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ

の
届
け
出
が
努
力
義
務
に
な
り
ま
し

た
。

　

埼
玉
県
看
護
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.nurse-saitama.jp/

）

の
「
と
ど
け
る
ん
」
か
ら
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

b
埼
玉
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
☎
０
４

８
＝
６
２
０
＝
７
３
３
９

□
競
艇
事
業
に
よ
る
収
益
が
私
た
ち

の
生
活
に
役
立
っ
て
い
ま
す

　

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
は
越
谷
市

が
加
入
す
る
組
合
で
、
戸
田
競
艇
場

で
開
催
す
る
競
艇
事
業
の
収
益
金
を

市
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

▽
１
月
〜
３
月
の
開
催
日…

y
１
月

３
日
㈬
〜
８
日
㈷
、
１２
日
㈮
〜
１６
日

㈫
、
y
２４
日
㈬
〜
２９
日
㈪
、
y
２
月

１
日
㈭
〜
５
日
㈪
、
８
日
㈭
〜
１３
日

㈫
、
y
１７
日
㈯
〜
２１
日
㈬
、
２７
日
㈫

〜
３
月
４
日
㈰
、
１０
日
㈯
〜
１３
日

㈫
、
１６
日
㈮
〜
２１
日
㈷
、
y
２５
日
㈰

〜
２９
日
㈭

＊
y
は
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
主
催

b
財
政
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
５

７
面
へ
続
く

〈
対
象
者
と
条
件
〉　

次
の
①
〜

④
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
２０
人
程

度
（
予
算
の
範
囲
内
）
。
①
看
護

師
（
准
看
護
師
は
除
く
）
ま
た
は

助
産
師
の
養
成
施
設
に
在
学
し
て

い
る　

②
本
人
が
市
内
に
居
住
も

し
く
は
市
内
の
養
成
施
設
に
在

学
、
ま
た
は
市
内
に
居
住
し
て
い

る
連
帯
保
証
人
が
い
る　

③
養
成

施
設
を
卒
業
し
た
後
、
直
ち
に
市

内
医
療
機
関
に
お
い
て
看
護
業
務

に
従
事
す
る
意
思
が
あ
る　

④
他

の
修
学
の
た
め
の
資
金
の
貸
与
を

受
け
て
い
な
い

〈
貸
与
額
〉　

月
額
８
万
円
以
内

（
修
学
に
要
す
る
額
）
。
無
利
子

〈
貸
与
期
間
〉　

貸
与
を
決
定
し

た
月
か
ら
養
成
施
設
の
正
規
の
修

学
期
間
を
終
了
す
る
月
ま
で

〈
修
学
資
金
の
返
還
猶
予
・
免

除
〉　

市
内
医
療
機
関
に
勤
務
し

て
い
る
期
間
は
返
還
を
猶
予
し
ま

す
。
ま
た
、
勤
務
期
間
が
貸
与
期

間
に
相
当
す
る
期
間
に
達
し
た
と

き
は
、
返
還
を
免
除
し
ま
す
。
た

だ
し
、
卒
業
後
直
ち
に
市
内
医
療

機
関
で
看
護
業
務
に
従
事
し
な
い

場
合
や
、
途
中
で
退
学
を
し
た
場

合
な
ど
に
は
、
貸
与
し
た
修
学
資

金
の
全
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き

ま
す

〈
申
込
み
〉　

２
月
１９
日
㈪
〜
３

月
１６
日
㈮
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
１５
分
に
申
請
書
を
直
接
地
域
医

療
課
へ
。
詳
し
く
は
、
１
月
４
日

㈭
か
ら
市
役
所
総
合
受
付
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
、
北
部
・
南

部
出
張
所
で
配
布
す
る
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で

き
ま
す

b
地
域
医
療
課
（
東
大
沢
１
の
１２

の
１
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
９
７

３
＝
５
６
２
５

〈利用期間〉　平成３０年４月 ～３５年３月
〈対象〉　市内在住で、貸し付け条件を守り年間を通して除草な
ど区画管理のできる成人の方（１世帯１区画、重複して申し込
みできません。他の市民農園およびいきいき農園の利用者とそ
の世帯の方は申し込みできません）

〈申込み〉　１月４日（木）～１９日（金）（消印有効）に、往復はが
きの往信面に住所・氏名・電話番号・希望農園名、返信面の宛
先に郵便番号・住所・氏名を記入し農業振興課へ。市ホームペ
ージ「市民農園利用者募集」から電子申請でも申し込みできま
す。応募者多数の場合は、２月６日（火）、午前１０時から市役所
第三庁舎５階会議室６で公開抽選を行います。なお、区画の指
定はできません。結果は応募者全員に通知します

〈募集農園〉　下表のとおり

＊農園に駐車場、水道設備、農機具の保管場所、ごみ捨て場は
ありません

B農業振興課☎９６３－９１９３

　市では、地域包括支援センターを市内に１１カ所設置して
います。主な業務は、健康・福祉に関することや権利擁護に
ついての相談、介護保険で「要支援１」「要支援２」と認定
された方などの介護予防ケアプランの作成です。このほか、
高齢者等がより暮らしやすい地域とするために関係機関との
ネットワーク作りを行っています。
　地域の高齢者の総合相談窓口として、お気軽にご相談くだ
さい。

B各地域包括支援センター（上表のとおり）、地域包括総
合支援センター（第二庁舎１階）☎９６３－９１６３

〈内　容〉　テーマは「心と心
を結ぶ　笑顔の輪」。Ｂ３判画
用紙を縦に使用。色づけは色鉛
筆以外、表現方法は自由。作品
中に文字を入れないこと
〈対　象〉　市内在住・在勤・
在学の方
〈申込み〉　1月31日（水）まで
（必着）に、作品の裏に住所・
氏名（ふりがな）・年齢・所属
団体または学校名と学年を記入
し直接または郵送で下記へ
＊応募作品は当日会場に展示
し、入選作品はふれあいの日
に行う式典で表彰します

B障害福祉課（第三庁舎１階）
　☎９６３－９１６４
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宿場まつりのキャラクター名
決定!!

鼓笛隊セットは火災予防広報活動に活用されます

市職員募集

育児休業代替任期付職員（保健師）の登録を受け付けています

B人事課（本庁舎２階）☎９６３－９１３２

　越谷市では、育児休業代替任期付職員（保健師）の登録を随時受け付けていま
す。詳しくは人事課にお問い合せいただくか、市ホームページをご覧ください。

市内在住の
20歳～59歳
で土曜・日曜
日、祝日、夜
間も勤務可
能な方若干
名

対象

平成30年4月1日採用　北部市民会館事務補助職員

B北部市民会館運営協議会事務局☎９７８－５３１１

〈申込み〉　2月2日(金)～14日(水)、午前9時～午後8時に、写真を貼った市販の
履歴書（自筆で記入）を本人が直接下記へ。2月24日(土)、午前9時～正午に、北部
市民会館で面接試験を行います

午前8時30分～午後
0時30分、午後0時
30分～5時30分、午
後5時30分～10時の
三交代で、月に18日
以内の勤務

31年3月31日
まで（更新も
できます）

昼間帯890円
夜間帯950円
交通費支給・
有給休暇あり

会館利用の申し
込み受け付けと
貸し出し、図書
の貸し出しと返
却処理等。パソ
コン使用あり

職務内容 勤務日時 雇用期間 賃金(時給) 

平成30年2月1日採用　非常勤職員

平成30年4月1日採用　非常勤職員

平成30年4月1日採用　臨時職員

平成30年4月1日採用
募集職種
看護師
（行政）

時間外
保育
パート

時間外保
育に関す
る業務

月曜～金曜日、（週15時間
／20時間勤務）
朝　午前7時～9時
夕　午後3時～7時
上記時間帯のうち、あらか
じめ指定する時間（朝・夕
いずれも勤務。月2回程度
土曜日勤務あり）

【週15時間勤務】
73,100円

／加入しない

【週20時間勤務】
97,400円
／加入する

採用日現在で
65歳未満で、
保育士資格を
お持ちの方ま
たは育児経験
のある方（若
干名）

時間外
保育
パート

担任
保育士

フリー
保育士

時間外保育
に関する業
務

保育業務全
般。主に0
歳～2歳児
の各クラス
担任
保育業務全
般。クラス
担任なし

月曜～金曜日、（週15時間
／20時間勤務）
朝　午前7時～9時
夕　午後3時～7時
上記時間帯のうち、あらか
じめ指定する時間（朝・夕
いずれも勤務。月2回程度
土曜日勤務あり）
月曜～金曜日、①午前9時
～午後4時30分　②午前7
時～午後2時30分　③午
前11時30分～午後7時
上記時間帯のうち、あらか
じめ指定する時間（①を基
本として、②③はそれぞれ
月2回程度。月2回程度土
曜日勤務あり）

【週15時間勤務】
73,100円

／加入しない

【週20時間勤務】
97,400円
／加入する

164,300円
／加入する

採用日現在
で65歳未満
で、保育士
資格をお持
ちの方また
は育児経験
の あ る 方
（若干名）

採用日現在
で65歳未満
で、保育士
資格をお持
ちの方（若
干名）

〈第１次試験日〉　1月27日（土）（教養試験・作文試験）
〈申込み〉　1月16日（火）まで（必着）に郵送で人事課へ
＊詳しくは募集要項をご覧ください。募集要項は、人事課、市役所総合受付、北
部・南部出張所、パスポートセンター、保健センター、保健所、産業雇用支援セ
ンター、各地区センターで配布するほか、市ホームページから印刷できます

〈申込み〉　1月4日（木）～15日（月）（土曜・日曜日、祝日を除く。午前8時30分～
午後5時15分）に、写真を貼った履歴書（資格が必要な職種は資格証等の写しを添
付）を本人が直接人事課へお持ちください。後日、面接等による選考を行います
＊すでに臨時職員登録している方が応募する場合は、履歴書の提出は不要です
が、申し込み手続きは必要です。受け付け期間内に直接または電話で人事課
へ（希望職種を確認後、面接の日程を伝えます）
＊賃金は平成29年12月1日現在のため、変更になることがあります

募集人数

若干名

受　験　資　格
看護師免許（見込み不可）を有し、昭和57年4月2日以降に生ま
れた方

募集
職種

対象
（募集人数）

勤務
場所

職務
内容 勤務日時 賃金(月給)

／社会保険

募集
職種

対象
（募集人数）

勤務
場所

職務
内容 勤務日時 賃金(月給)

／社会保険

事務
（20人程度）

事務（2人）

学校業務員
（15人程度）

給食調理員
（若干名）

保育士
（若干名）

受け付け、
各種事業の
事務補助等

受け付け、
施設案内、
施設管理お
よび事務処
理等

市 史 業 務
（古文書解
読・解説等）

給食配膳補
助、文書収
受業務、施
設清掃等
給食調理業
務

保育業務

月曜～金曜日、①午前8
時30分～午後5時15分
　②午前9時～午後5時
　③午前9時～午後4時
月曜～金曜日、午前8時
30分～午後5時15分（土
曜・日曜日勤務あり）

週4日交代制による勤務
午前8時45分～午後5時
15分（土曜・日曜日勤務
あり）

火曜～金曜日、午前9時
～午後4時
(祝日、図書館の休館日
等を除く)

月曜～金曜日、午前9時
30分～午後2時

月曜～金曜日、午前8時
30分～午後5時
月曜～金曜日、午前7時
～午後7時
上記時間帯のうち、7.75
時間。月2回程度土曜日
勤務あり
月曜～金曜日、午前8時
30分～午後5時

940円
／加入する

940円
／加入しな
い

990円
／加入する

1,070円
／加入する

庁内各課

地区センター

旧東方村中村家住宅
（レイクタウン9-51）ま
たは大間野町旧中村
家住宅（大間野町
1-100-4）

図書館
（東越谷4-9-1）

小・中学校

学校給食センター

保育所

児童発達支援セン
ター

募集職種
（人数） 勤務場所 職務内容 勤務日時 賃金(時給)

／社会保険

保
育
所

保
育
所

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

点
字
版
・
拡
大
写
本
版
・

音
声
版
Ｃ
Ｄ（
デ
イ
ジ
ー
図
書
）

平成
30年度版

　

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
平

成
３０
年
度
版
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
お
配
り
し
ま
す
。

e
２
月
２８
日
㈬
ま
で
に
、
は
が
き

な
ど
に
「
３０
年
度
版
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
希
望
」
と
記
入
し
、
カ

レ
ン
ダ
ー
の
種
類
お
よ
び
地
区
と

部
数
、
送
付
先
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
へ
。
電
話
で
も
申
し
込
み

で
き
ま
す
。
発
送
は
３
月
中
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す

＊
音
声
版
Ｃ
Ｄ
（
デ
イ
ジ
ー
図

書
）を
聴
く
た
め
に
は
、専
用
の

再
生
機
ま
た
は
専
用
ソ
フ
ト
の

入
っ
た
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
で
す

b
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
業
務
担
当

（
〠
343
＝
０
８
０
３
砂
原
３
５

５
）
☎
９
７
６
＝
５
３
７
５
、
D

９
７
６
＝
５
３
７
４

元気な商店街応援事業で表彰
　１２月１日、埼玉県知事公館で開催された「元
気な商店街応援事業」表彰式で、越谷中央商店会
の「流カイロプラクティック院」の地域活性化の
取り組みが表彰されました。

第２回とちぎんビジネスプランコンテストで
優秀賞受賞
　「女性起業家」を発掘し将来の地域中核企業へ
と成長を促すことを目的に、（株）栃木銀行主催で
行われたビジネスプランコンテストで、産業雇用
支援センター「二番館」の創業支援室入居者であ
る Atelier&Lab.MEYLINK　（代表者 北原 めぐみさ
ん） が優秀賞を受賞しました。

B産業支援課☎９６７－４６８０

□
埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
定

　

平
成
２９
年
１０
月
１
日
か
ら
時
間
額

８
７
１
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
特

定
の
産
業
に
つ
い
て
は
別
途
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
埼
玉
労
働
局
賃
金

室
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

b
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
☎
０
４
８
＝

６
０
０
＝
６
２
０
５

□
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
用
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト

を
購
入
し
ま
し
た

　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
で
は
、
幼
児
期

に
お
け
る
防
火
の
し
つ
け
や
防
火
思

想
の
教
育
等
に
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
（
一

財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
成

を
受
け
て
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
用
鼓

笛
隊
セ
ッ
ト
を
購
入
し
、
２９
年
１１
月

２９
日
、
越
谷
わ
か
ば
幼
稚
園
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
に
引
き
渡
し
を
行
い
ま
し

た
。

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝
０

１
０
３

□
「
介
護
マ
ー
ク
」
を
活
用
し
ま
せ

ん
か

　

市
で
は
、
「
介
護
マ
ー
ク
」
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
マ
ー
ク
は
、

介
護
者
の
心
理
的
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と

を
目
的
に
作
ら
れ
ま

し
た
。
介
護
を
す
る

方
が
周
囲
か
ら
偏
見
や
誤
解
を
受
け

る
事
が
な
い
よ
う
に
、
介
護
者
で
あ

る
こ
と
を
さ
り
げ
な
く
周
囲
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

〈
対
象
〉　

高
齢
者
等
の
介
護
を
し

て
い
る
方

〈
費
用
〉　

無
料

〈
申
込
み
・
受
け
取
り
場
所
〉　

地

域
包
括
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口

＊
介
護
マ
ー
ク
普
及
協
力
事
業
所
の

申
請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
へ　

b
地
域
包
括
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

（
第
二
庁
舎
１
階
）
☎
９
６
３
＝
９

１
６
３

□
書
き
損
じ
は
が
き
回
収
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

書
き
損
じ
は
が
き
回
収
ポ
ス
ト
が

市
内
６
カ
所
（
市
役
所
総
合
受
付

横
、
市
立
図
書
館
玄
関
、
新
方
地
区

セ
ン
タ
ー
、
越
谷
駅
、
北
越
谷
駅
、

せ
ん
げ
ん
台
駅
）
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

回
収
に
よ
る
収
益
は
、
教
育
が
受

け
ら
れ
な
い
世
界
の
子
ど
も
た
ち
の

学
校
建
設
費
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す

（
消
印
の
あ
る
は
が
き
は
回
収
で
き

ま
せ
ん
）
。

b
越
谷
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
（
生

涯
学
習
課
内
）
☎
９
６
３
＝
９
２
８

３

６
面
か
ら
続
き

市内の事業者が活躍しています！市内の事業者が活躍しています！

上
田
清
司
知
事
（
右
）
か
ら
表
彰

さ
れ
た
流
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ

ク
店
主
の
流
岳
史
さ
ん

右
か
ら
２
人
目
が
北
原
め
ぐ
み
さ

ん

　日光街道越ヶ谷宿第５回宿場
まつりにあわせ、宿場まつりを
盛り上げるために生まれた忍者
のキャラクターの名前募集に、
全国から300通を超えるご応募
をいただきました。
　審査の結果、鹿児島県の永井
さんが考えた「御殿くん」と
「弥生ちゃん」に決定しました。
B越谷商工会議所
　☎９６６－６１１１

　　　　　　　　　　 　　　　ご  てん

 や  よい

御殿くんです 弥生ちゃんです
ご てん や よい

アトリエ アンド ラボ 　メ イ リ ン ク
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ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

講
習
・
試
験

講
習
・
試
験

平成29年度　こしがや市民大学

越
谷
市
伝
統
的
手
工
芸
品

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
し
ま
し
た
！

　

市
で
は
、
伝
統
的
な
地
場
産
業

の
維
持
・
発
展
や
伝
統
技
術
の
継

承
の
た
め
、
若
い
世
代
を
は
じ
め

広
く
魅
力
を
伝
え
、
次
世
代
に
つ

な
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
越
谷
市
伝

統
工
芸
品
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
Ｋ
Ｏ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
〜
越
伝
（
越
谷
で

つ
く
る
、
伝
え
る
）
〜
』
を
、
宝

く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
て
発
行

し
ま
し
た
。

〈
主
な
配
布
場
所
〉　

市
役
所
総

合
受
付
、
産
業
支
援
課
、
北
部
・

南
部
出
張
所
、
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
の

蔵
屋
敷
（
越
谷
駅
東
口
高
架
下
）

等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
図
書
館
（
室
）
で
ご
覧
い
た

だ
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
電
子
ブ
ッ
ク
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す

b
産
業
支
援
課
（
産
業
雇
用
支
援

セ
ン
タ
ー
３
階
）
☎
９
６
７
＝
４

６
８
０

＊いずれも時間は午前10時～正午。ただし、2/3と3/17
は午前10時～午後0時15分。日程は変更する場合があ
ります

日頃の学習成果をご覧ください

会　場
北

体育館

南
体育館

第１
体育館

西
体育館

種　　目

卓球

ビーチボール

キック
ボクシング

エアロビクス

日　　時
1/15㈪・22㈪・29㈪
・2/5㈪、10：00～11：30

1/17㈬・24㈬・31㈬
・2/7㈬、10：00～11：30

1/18㈭・25㈭
・2/1㈭、13：30～15：00

1/19㈮・26㈮
・2/2㈮、10：00～11：30

生涯スポーツ講座日程表

カラスとどう付き合うか／
東京大学総合研究博物館特任教授
松原始さん
説話と仏像／
筑波大学名誉教授　稲垣泰一さん
越谷の自然といきもののうつりかわり
～行政の視点から～／
越谷市環境政策課職員
フィギュアスケートでおなじみのピアノ名曲集／
ピアノ奏者　岩澤延枝さん
越谷市の成り立ちと歴史／
ＮＰＯ法人越谷市郷土研究会
宮川進さん
落語家と語る江戸文化／
文教大学生涯学習センター
講師　早川明夫さん、
落語　欅家しい朝さん

市制60

平成29年度こしがや市民大学
《第2期講座一覧》

2/3
（土）

2/17
（土）

2/24
（土）

3/3
（土）

3/10
（土）

3/17
（土）

開催日 テーマ(仮題）／講師

第10回 協働フェスタ第10回 協働フェスタ

第４回 まちづくり講演会

講師の佐藤佳弘さん

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

　
　
ご
存
じ
で
す
か

若手職人らの取り組みなども
紹介しています

林家木久蔵さん

市制60

市制60

自分だけのちょうちょ
を作ろう

楽しみながら
リメイク

□
埼
玉
鴨
場
の
見
学
会

a
２
月
２０
日
㈫
、
①
午
前
１０
時
〜
１１

時
３０
分
、
②
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

　

d
宮
内
庁
埼
玉
鴨
場　

g
野
生
の

鴨
が
生
息
し
て
い
る
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す　

f
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
て

い
る
方
各
回
４０
人
（
抽
選
）
。
過
去

に
埼
玉
鴨
場
の
見
学
会
に
参
加
さ
れ

た
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん　

h
無
料

　

e
１
月
１８
日
㈭
ま
で
（
必
着
）

に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
面
に
①
ま

た
は
②
の
希
望
、
参
加
者
全
員
（
１

枚
に
つ
き
２
人
ま
で
）
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
電
話
番
号
、
返
信
面
に
代
表

者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
左
記

へ
。
鴨
場
に
名
簿
を
提
出
し
ま
す　

b
広
報
広
聴
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１

７□
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト　

世
界
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？　

〜
世
界

を
変
え
る
力
を
作
る
た
め
に
〜

a
１
月
２０
日
㈯
、
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
０
時
３０
分　

d
文
教
大
学
越
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
１２
号
館
１
２
１
０
４
教

室　

g
体
験
談
を
聴
く
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
。
講
師
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外

協
力
隊
員　

f
市
内
お
よ
び
近
郊
に

在
住
・
在
学
の
中
・
高
・
大
学
生
、

留
学
生
の
方
９０
人　

h
無
料　

e
受

付
中　

b
越
谷
市
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
中
央
市
民
会
館
５
階
）
☎
９

６
０
＝
３
３
５
０

□
日
本
古
典
文
学
鑑
賞
講
座

　

光
源
氏
の
一
生
①

　

生
ま
れ
て
、
恋
し
て
、
流
さ
れ
て

a
１
月
１３
日
㈯
、
午
後
２
時
〜
４
時

　

d
市
立
図
書
館　

g
「
花
散
里
」

〜
「
関
屋
」
光
源
氏
と
個
性
溢
れ
る

女
性
た
ち
。
講
師
は
明
海
大
学
客
員

研
究
員
（
春
日
部
高
校
教
諭
）
の
関

一
樹
さ
ん　

f
８０
人　

h
無
料　

e

当
日
会
場
へ　

b
市
立
図
書
館
☎
９

６
５
＝
２
６
５
５

□
市
制
60
人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

　
　
　
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

a
２
月
２
日
㈮
、
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時　

d
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル　

g
テ
ー
マ
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

人
権
侵
害 

〜
差
別
書
き
込
み
か
ら

身
を
守
れ
〜
」
。
講
師
は
㈱
情
報
文

化
総
合
研
究
所
代
表
取
締
役
所
長
で

武
蔵
野
大
学
教
授
の
佐
藤
佳
弘
さ

ん
。
映
画
「
光
射
す
空
へ
」
を
上
映

　

h
無
料　

e
当
日
会
場
へ　

b
生

涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
３

□
中
央
市
民
会
館
講
演
会

a
２
月
４
日
㈰
、
午
後
２
時
〜
３
時

２０
分　

d
中
央
市
民
会
館
劇
場　

g

テ
ー
マ
は
「
映
画
と
音
楽
の
素
敵
な

関
係
」
〜
映
画
音
楽
と
の
出
会
い
で

人
生
も
素
敵
に
な
る
〜　

f
３
０
０

人　

h
無
料　

e
受
付
中
。
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
に
直
接
中
央
市
民
会

館
受
付
へ
。
ま
た
は
電
話
で
左
記
へ

　

b
中
央
市
民
会
館
☎
９
６
６
＝
６

６
２
２

□
わ
く
わ
く
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
子
ど
も
が
学
校
に
行
か
な
い
と

言
っ
た
ら
」

a
２
月
１
日
㈭
、
午
前
１０
時
か
ら　

d
中
央
市
民
会
館
５
階
第
３
会
議
室

　

g
不
登
校
に
悩
む
方
や
実
際
に
体

験
し
た
方
同
士
の
交
流　

f
不
登
校

の
方
や
保
護
者
な
ど
３０
人　

h
無
料

　

e
b
わ
く
わ
く
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会
事
務
局
（
青
少
年
課

内
）
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

□
こ
し
が
や
市
民
法
律
教
室

a
１
月
１３
日
㈯
、
午
後
１
時
３０
分
か

ら　

d
中
央
市
民
会
館
５
階
第
４
〜

６
会
議
室　

g
テ
ー
マ
は
「
《
高
齢

者
の
財
産
管
理
》
安
心
し
て
老
後
を

送
る
た
め
に
」
。
講
師
は
弁
護
士
の

中
野
吉
宏
さ
ん　

h
無
料　

e
事
前

に
電
話
で
左
記
へ
（
広
報
こ
し
が
や

お
知
ら
せ
版
８
月
号
で
後
期
分
を
申

し
込
ん
だ
方
は
申
し
込
み
不
要
で

す
）　

b
く
ら
し
安
心
課
☎
９
６
３

＝
９
１
５
６

□
市
制
60
第
18
回
越
谷
市
美
術
展
覧

会
（
市
展
）

a
２
月
９
日
㈮
〜
１５
日
㈭
、
午
前
１０

時
〜
午
後
６
時
（
１５
日
は
午
後
４
時

ま
で
）　

d
中
央
市
民
会
館
４
階
第

１３
〜
１８
会
議
室
、
会
議
室
Ａ
・
Ｂ　

g
日
本
画･

洋
画
・
彫
刻
・
工
芸･

書
・
写
真
の
６
部
門　

h
無
料　

b

生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
７

□
市
制
60
第
27
回
市
内
小
・
中
学
校

特
別
支
援
学
級
合
同
作
品
展

　

（
わ
く
わ
く
ア
ー
ト
展
）

　

市
内
の
特
別
支
援
学
級
と
越
谷
市

を
通
学
区
と
す
る
県
立
特
別
支
援
学

校
の
児
童
・
生
徒
の
作
品
展
で
す
。

a
１
月
２４
日
㈬
〜
２９
日
㈪
、
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分
（
２９
日
は

午
後
３
時
３０
分
ま
で
）　

d
サ
ン
シ

テ
ィ
展
示
ホ
ー
ル　

g
絵
画
、
書

道
、
工
作
、
手
芸
作
品
等
の
展
示　

h
無
料　

b
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
９
６

２
＝
３
８
９
４

□
観
光
ぶ
ら
っ
と
こ
し
が
や

a
２
月
２４
日
㈯ 

▽
Ａ
コ
ー
ス…

午

前
９
時
〜
正
午
ご
ろ　

▽
Ｂ
コ
ー
ス

…

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ご
ろ
。
い

ず
れ
も
越
谷
駅
東
口
集
合
・
解
散
。

荒
天
中
止　

g
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン

野
鳥
の
森
・
堂
面
の
渡
し
跡
・
清
浄

院
ほ
か
。
バ
ス
で
巡
る
新
方
地
区
の

歴
史
と
自
然　

f
先
着
各
２０
人　

h

４
０
０
円
（
保
険
料
・
入
場
料
込

み
）　

e
１
月
３０
日
㈫
ま
で
（
必

着
）
に
、
往
復
は
が
き
に
コ
ー
ス
名

（
Ａ
ま
た
は
Ｂ
）
・
希
望
者
（
２
人

ま
で
）
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
を
記
入
し
左
記
へ
（
記
入
漏
れ

が
あ
る
場
合
は
無
効
）　

b
（
一

社
）
越
谷
市
観
光
協
会
・
観
光
ぶ
ら

っ
と
係
（
〠
343
＝
０
８
２
８
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
４
の
１
の
４
）
☎
９
７
１
＝

９
０
０
２

□
第
６
回
越
谷
市
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
〜
新
し
い
魅
力
と
歴
史
あ
る
水

郷
こ
し
が
や
の
景
観
づ
く
り
〜

a
１
月
２０
日
㈯
、
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時
３０
分　

d
中
央
市
民
会
館
４
階

第
１３
〜
１５
会
議
室　

g
第
８
回
景
観

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
、
㈱
日
本

カ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の
杉
山
朗

子
さ
ん
の
講
演
、
市
内
の
景
観
形
成

に
関
す
る
取
り
組
み
の
紹
介　

h
無

料　

e
当
日
会
場
へ　

b
都
市
計
画

課
☎
９
６
３
＝
９
２
２
１

□
２
０
１
８
越
谷
サ
ン
シ
テ
ィ
新
年

祭
a
１
月
１４
日
㈰
、
午
前
１１
時
〜
午
後

２
時
。
雨
天
決
行　

d
サ
ン
シ
テ
ィ

広
場
ほ
か　

g
餅
つ
き
体
験
や
男
性

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｕ
Ｖ
ａ
ｎ
ｄ

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど　

b

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
㈱
☎
９

８
５
＝
１
１
３
１
（
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）

　

第
２
期
受
講
生
募
集

a
g
下
表
の
と
お
り　

d
中
央

市
民
会
館
劇
場
（
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）　

f

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

３
０
０
人
（
原
則
、
す
べ
て
の

講
座
を
受
講
で
き
る
方
。
抽

選
）　

e
１
月
１２
日
㈮
ま
で

（
必
着
）
に
、
往
復
は
が
き
の

往
信
面
に
講
座
名
（
こ
し
が
や

市
民
大
学
第
２
期
）
・
受
講
希

望
者
（
１
枚
に
つ
き
１
人
）
の

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
・
２
歳
以
上
の
お
子
さ

ん
の
保
育
を
希
望
す
る
方
は

「
保
育
希
望
・
お
子
さ
ん
の
氏

名
・
年
齢
」
を
、
車
い
す
を
ご

利
用
の
方
、
手
話
通
訳
が
必
要

な
方
は
、
そ
の
旨
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
。
返
信
面
に
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
左

記
へ　

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６

３
＝
９
２
８
３

　

第
２
回
特
別
講
座

　

受
講
生
募
集

＊
こ
し
が
や
市
民
大
学
第
２
期

講
座
と
は
異
な
る
講
座
で
す

a
２
月
２５
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜

午
後
０
時
１５
分　

d
中
央
市
民

会
館
劇
場
（
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
）　

g
（
仮

題
）
Ｄ
ｒ
．
ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
自
然
災
害
実
験
教
室
。
講
師

は
Ｄ
ｒ
．
ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の

納
口
恭
明
さ
ん　

f
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
３
０
０

人（
抽
選
）　

e
１
月
１２
日
㈮
ま

で（
必
着
）に
、
往
復
は
が
き
の

往
信
面
に
講
座
名
（
こ
し
が
や

市
民
大
学
特
別
講
座
）
・
受
講

希
望
者（
１
枚
に
つ
き
１
家
族
）

の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
（※）
・
年
齢
（※）
・
性
別

（※）
・
電
話
番
号
、
返
信
面
に
代

表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
生
涯
学
習
課
へ

＊
（※）…

受
講
希
望
者
全
員
分
を

記
入

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９

２
８
３

特
に
記
載
の
な
い
場
合
、
h
無
料

　

e
電
話
で
左
記
へ　

d
b
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
砂
原
３
５
５
）

☎
９
７
６
＝
５
３
７
１
（
月
曜
日

休
館
）

包
丁
と
ぎ
教
室

a
１
月
２１
日
㈰
、
午
後
１
時
３０
分

〜
３
時
３０
分　

g
包
丁
の
と
ぎ
体

験　

f
市
内
在
住
で
１８
歳
以
上
の

方
８
人　

c
包
丁
２
本
ま
で
（
特

殊
な
包
丁
は
除
く
）
、
エ
プ
ロ
ン

　

e
１
月
２０
日
㈯
、
午
前
９
時
か

らリ
サ
イ
ク
ル
工
作
「
針
金
で
ち
ょ

う
ち
ょ
を
作
ろ
う
」
　
　

a
１
月
２７
日
㈯
、
午
前
１０
時
〜
午

後
３
時　

g
針
金
を
利
用
し
た
ち

ょ
う
ち
ょ
作
り　

f
市
内
在
住
で

小
学
４
年
生
以
上
の
方
１２
人　

c

ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ
、
弁
当　

e
１
月

１３
日
㈯
、
午
前
９
時
か
ら

古
着
や
古
布
を
リ
メ
イ
ク
　
が
ま

口
作
り
教
室

a
１
月
２０
日
㈯
、
午
前
９
時
３０
分

〜
正
午　

g
古
着
や
古
布
を
利
用

し
た
が
ま
口
小
銭
入
れ
作
り　

f

市
内
在
住
で
１８
歳
以
上
の
方
１６
人

　

h
１
２
０
円
（
材
料
費
）　

c

古
着
や
古
布
、
裁
縫
道
具　

e
１

月
１３
日
㈯
、
午
前
９
時
か
ら

着
物
の
リ
メ
イ
ク
教
室
　
思
い
出

の
着
物
を
、
重
ね
着
ワ
ン
ピ
ー
ス

に
大
変
身
！

a
１
月
２６
日
㈮
・
２７
日
㈯
、
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時　

g
着
物
を
リ

メ
イ
ク
し
て
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
作
り

ま
す　

f
市
内
在
住
で
１８
歳
以
上

の
方
１６
人　

c
着
物
１
着
分
、
裁

縫
道
具
、
裁
ち
ば
さ
み
な
ど　

e

１
月
１４
日
㈰
、
午
前
９
時
か
ら

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症

の
方
や
そ
の
ご
家
族
を
温
か
く
見

守
る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。
あ
な

た
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

□
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

a
２
月
６
日
㈫
、
午
後
２
時
３０
分

〜
４
時　

d
中
央
市
民
会
館
５
階

第
２
・
３
会
議
室　

g
認
知
症
に

つ
い
て
、
認
知
症
の
方
へ
の
接
し

方
な
ど
。
講
座
を
初
め
て
受
講
し

た
方
に
は
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
配

付　

f
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
４０

人　

h
無
料　

e
１
月
９
日
㈫
、

午
前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話

で
左
記
へ　

b
地
域
包
括
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
（
第
二
庁
舎
１
階
）

☎
９
６
３
＝
９
１
６
３

□
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
〜
入
門
編
〜

　

こ
の
講
座
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
た
方

で
、
も
っ
と
知
識
を
深
め
た
い
、

具
体
的
な
対
応
方
法
を
学
び
た
い

と
い
う
方
向
け
の
講
座
で
す
。

a
２
月
２７
日
㈫
、
午
後
１
時
３０
分

〜
３
時
３０
分　

d
中
央
市
民
会
館

５
階
第
２
・
３
会
議
室　

g
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
復

習
、
認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
を

学
ぶ
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、
認
知
症
の

予
防
な
ど　

f
市
内
在
住
・
在
勤

で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
た
こ
と
の
あ
る
方
４０
人

　

h
無
料　

c
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
受
講
の
際
に
配
付

し
た
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
。
紛
失
し

た
場
合
は
申
し
込
み
時
に
お
伝
え

く
だ
さ
い　

e
１
月
１５
日
㈪
か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
左
記
へ
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）　

b
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
社
会
福
祉
協

議
会
☎
９
６
６
＝
１
８
５
１

　

「
ま
ち
ゼ
ミ
」
と
は
、
お

店
の
人
が
講
師
と
な
っ
て
プ

ロ
な
ら
で
は
の
ち
ょ
っ
と
し

た
コ
ツ
や
情
報
、
専
門
知
識

を
無
料
で
教
え
る
少
人
数
制

の
ミ
ニ
講
座
で
す
。

　

暮
ら
し
に
役
立
つ
豆
知

識
、
知
り
た
か
っ
た
プ
ロ
の

裏
技
を
楽
し
く
学
ん
で
、
お

得
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

〈
日
時
〉　

２
月
１
日
㈭
〜

２８
日
㈬

〈
場
所
〉　

越
谷
中
央
商
店

会
・
越
谷
新
町
商
店
会
・
越
谷

市
本
町
商
店
会
の
参
加
店
舗

〈
内
容
〉　

チ
ラ
シ
ま
た
は

越
ヶ
谷
Ｔ
Ｍ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.koshiga 

ya-tmo.org/
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
チ
ラ
シ
は
右
記
商
店

会
参
加
店
舗
の
ほ
か
、
越
谷

商
工
会
議
所
（
中
町
７
の

１７
）、産
業
支
援
課
（
産
業
雇

用
支
援
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
で

１
月
中
旬
か
ら
配
布
し
ま
す

〈
費
用
〉　

無
料
（
講
座
に

よ
っ
て
材
料
費
負
担
あ
り
）

〈
申
込
み
〉　

１
月
２２
日
㈪

か
ら
電
話
で
各
店
舗
へ

b
越
谷
商
工
会
議
所
ま
ち
ゼ

ミ
事
務
局
☎
９
６
６
＝
６
１

１
１  

　テーマは「みんなで作ろう地域と市民のまちづくり」。
公共活動を行う市民活動団体の日頃の活動発表や交流の場
として、さまざまなイベントを開催します。
〈日時〉　１月２７日（土）、午前９時３０分～午後３時３０分
〈場所〉　中央市民会館・前庭・東側芝生広場（公共交通
機関をご利用ください）
〈内容〉　▷前庭…「大きなお世話なべ」・模擬店・「ポピュ
ラーミュージックコンテスト　イン　協働フェスタ」等
　▷１階…総合受付・スタンプラリー「目指そう！　こ
しがや探検」受付　▷２階…写真展・作品展・てしばまさ
みさんによる似顔絵描きなど　▷３階・３階ホール…歌
やダンス　▷４階…発表の場　▷５階…あそび体験の場

B市民活動支援課☎９６３－９１５３

〈日時〉　１月２７日（土）、午後１時～３時（０時３０分開
場）
〈場所〉　中央市民会館劇場
〈内容〉　▷第１部…荻島小学校おは
やしクラブ　▷第２部…参加型コン
サート「みんなで第九」（協働フェ
スタ実行委員会共催）　▷第３部…
講演「笑顔でつなぐ　木久蔵流・地
域コミュニケーション」。講師は落
語家の林家木久蔵さん
〈対象〉　３００人
〈費用〉　無料
〈申込み〉　当日会場へ
B越谷市コミュニティ推進協議会事務局（市民活動支援
課内）☎９６３－９１５３

□
越
谷
市
登
録
手
話
通
訳
者
・
登
録

要
約
筆
記
者
認
定
試
験

い
ず
れ
も
d
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

こ
ば
と
館　

g
筆
記
・
実
技
・
面
接

に
よ
る
選
考　

e
１
月
４
日
㈭
〜
２０

日
㈯
に
こ
ば
と
館
で
配
布
す
る
申
請

書
を
直
接
左
記
へ　

b
越
谷
市
手
話

通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
派
遣
事
務
所

（
越
ヶ
谷
４
の
１
の
１
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
こ
ば
と
館
内
）
☎
９
６
６

＝
４
５
９
３　

▽
手
話
通
訳
者…

a

３
月
３
日
㈯
、
午
前
９
時
５０
分
か
ら

　

f
原
則
と
し
て
市
内
在
住
・
在
勤

で
次
の
①
に
該
当
す
る
方
ま
た
は
②

③
に
該
当
し
審
査
会
が
認
め
た
方
。

①
手
話
通
訳
士
の
資
格
を
有
す
る
ま

た
は
都
道
府
県
の
登
録
手
話
通
訳
者

認
定
試
験
等
に
合
格　

②
市
の
手
話

通
訳
者
養
成
講
習
会
を
受
講　

③
②

と
同
等
以
上
の
技
術
を
有
す
る　

▽

要
約
筆
記
者…

a
３
月
２
日
㈮
、
午

前
９
時
５０
分
か
ら　

f
原
則
と
し
て

市
内
在
住
・
在
勤
で
次
の
①
に
該
当

す
る
方
ま
た
は
②
③
に
該
当
し
審
査

会
が
認
め
た
方
。
①
都
道
府
県
の
登

録
要
約
筆
記
者
認
定
試
験
等
に
合
格

　

②
市
の
要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

を
受
講　

③
②
と
同
等
以
上
の
技
術

を
有
す
る

□
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
の

介
護
予
防
出
張
講
座

　

あ
な
た
の
団
体
で
介
護
予
防
の
取

り
組
み
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

a
３
月
３１
日
㈯
ま
で
。
日
時
・
場
所

は
個
別
に
ご
相
談
く
だ
さ
い　

g
介

護
予
防
の
講
話
や
運
動
等
、
１
回
６０

分
。
講
師
は
越
谷
市
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
の
理
学
療
法
士

等　

f
次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
を
満

た
す
２０
団
体
。
①
介
護
予
防
に
関
心

が
あ
り
、
月
に
１
回
以
上
の
定
期
的

な
住
民
主
体
の
通
い
の
場
を
運
営
し

て
い
る　

②
団
体
の
構
成
人
数
が
５

人
以
上
で
、
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上

の
方
が
過
半
数
を
占
め
る　

③
営
利

を
目
的
と
し
て
い
な
い
（
自
治
会
・

老
人
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）　

h

無
料　

e
受
講
申
込
書
を
記
入
し
直

接
地
域
包
括
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
。
受
講
申
込
書
は
地
域
包
括
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー

で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す　

b
地
域
包

括
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
第
二
庁
舎

１
階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
６
３

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
エコ
な
催
し

プロがとっておきの情報を
教えます!! 

第５回 越ヶ谷まちゼミ

□
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
講
習
会

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習

a
１
月
２０
日
㈯
、
①
午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
０
時
３０
分　

②
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時
３０
分　

d
水
辺
の
ま
ち
づ

く
り
館　

g
①
初
級
編…

日
常
の
洗

車
・
注
油
方
法
・
パ
ン
ク
修
理　

②

中
級
編…

ブ
レ
ー
キ
調
整
と
変
速
調

整　

f
各
１５
人　

h
各
１
５
０
０
円

（
両
方
受
講
の
場
合
は
２
０
０
０

円
）　

e
１
月
１７
日
㈬
ま
で
に
越
谷

市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

込
み
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
性
別
・
電
話

番
号
・
身
長
を
記
入
し
左
記
へ　

b

（
一
社
）
越
谷
市
観
光
協
会
☎
９
７

１
＝
９
０
０
２
、
D
９
７
２
＝
５
２

０
８

□
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
講
座

a
d
g
下
表
の
と
お
り　

f
市
内
在

住
・
在
勤
で
１６
歳
以
上
の
方
（
学
生

は
除
く
）　

h
無
料　

c
体
育
館
シ

ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル　

e
当
日
会
場
へ

　

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝

９
２
８
４

□
市
制
60
第
41
回
越
谷
健
康
マ
ラ
ソ

ン
祭

a
３
月
４
日
㈰
、
午
前
９
時
け
や
き

荘
で
受
け
付
け
。
小
雨
決
行　

d
県

民
健
康
福
祉
村　

g
▽
マ
ラ
ソ
ン
の

部…

３
・
７
㌔
、
５
・
４９
㌔
、
９
㌔

（
小
・
中
学
生
は
３
・
７
㌔
の
み
）

　

▽
健
歩
の
部…

１
・
８３
㌔
、
３
・

７
㌔　

f
小
学
生
以
上
で
健
康
な
方

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。
小
・
中

学
生
は
保
護
者
の
署
名
と
捺
印
が
必

要　

h
８
０
０
円
（
ゼ
ッ
ケ
ン
・
保

険
料
等
。
昼
食
を
希
望
さ
れ
る
方
は

別
途
５
０
０
円
）　

e
１
月
４
日
㈭

〜
２
月
２
日
㈮
に
参
加
費
を
添
え
て

直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
）
、
越
谷
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
（
総
合
体
育
館

内
。
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０

分
）
、
け
や
き
荘
・
く
す
の
き
荘
・

ひ
の
き
荘
（
い
ず
れ
も
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
４
時
）
の
い
ず
れ
か
へ　

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
第
二
庁
舎
４

階
）
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４
、
越
谷

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
☎
９
６

２
＝
１
５
１
６

□
三
世
代
交
流
ユ
ニ
カ
ー
ル
体
験
教

室
a
１
月
２０
日
㈯
、
午
後
１
時
〜
３
時

　

d
総
合
体
育
館
第
２
体
育
室　

g

軽
ス
ポ
ー
ツ
「
ユ
ニ
カ
ー
ル
」
を
通

じ
て
家
族
・
地
域
・
世
代
間
の
交
流

を
図
る
（
参
加
賞
あ
り
）　

f
市
内

在
住
の
小
学
生
以
上
の
方
１
０
０
人

（
児
童
・
生
徒
と
そ
の
保
護
者
等
、

個
人
参
加
も
で
き
ま
す
）　

e
１
月

１２
日
㈮
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

左
記
へ　

b
青
少
年
課
（
第
二
庁
舎

２
階
）
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

後
藤
杏
奈
さ
ん（
14
面「
わ

が
ま
ち
こ
の
人
」に
掲
載
）

の
作
品

▶
「
キ
ャ
ン
パ
ス　

ア
ー
ト　

ア

ワ
ー
ド
2
0
1
7
」
（
読
売
中
高

生
新
聞
、
コ
ク
ヨ
㈱
共
催
）
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
後
藤
杏
奈

さ
ん
の
作
品
「
越
谷
の
い
い
所
」。

コ
ク
ヨ
㈱
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー

ト
」
の
表
紙
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ラ
　
　
ヴ 

　
　
ア
　
ン
　
ド
　
　

ソ
　  

ウ
　  

ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

す  

て
き

　
　
　 

ド
ク
タ
ー

の
う
ぐ
ち
や
す
あ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

あ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

せ
き

か
ず  

き

な
つ
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□
市
営
住
宅
入
居
者

g
一
般
住
宅…
弥
十
郎
住
宅
２
Ｋ

（
単
身
世
帯
可
）
１
戸
、
特
殊
住
宅

（
人
身
等
の
事
故
が
あ
っ
た
住
宅
）

…

川
柳
町
中
層
住
宅
２
Ｋ
（
単
身
世

帯
可
）
１
戸
、
子
育
て
支
援
住
宅…

七
左
町
中
層
住
宅
３
Ｄ
Ｋ
（
３
人
以

上
世
帯
）
１
戸　

f
次
の
①
〜
⑤
の

す
べ
て
を
満
た
す
方
。
①
受
け
付
け

日
の
前
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
引
き

続
き
１
年
以
上
市
内
に
在
住　

②
同

居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

（
婚
約
者
等
を
含
む
）
が
い
る
（
単

身
入
居
資
格
の
あ
る
方
は
除
く
）　

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る　

④
入
居
し
よ
う
と

す
る
世
帯
全
員
の
合
計
所
得
が
月
額

１５
万
８
０
０
０
円
以
下
（
裁
量
世
帯

は
月
額
２１
万
４
０
０
０
円
以
下
）　

⑤
暴
力
団
員
で
な
い

＊
子
育
て
支
援
住
宅
は
別
途
応
募
資

格
あ
り
。
詳
し
く
は
埼
玉
県
住
宅

供
給
公
社
へ

e
２
月
１
日
㈭
〜
２１
日
㈬
（
消
印
有

効
）
に
申
込
書
を
郵
送
で
埼
玉
県
住

宅
供
給
公
社
へ
。
募
集
案
内
は
２
月

１
日
㈭
か
ら
市
役
所
総
合
受
付
、
建

築
住
宅
課
（
本
庁
舎
３
階
）
、
北

部
・
南
部
出
張
所
、
各
地
区
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
ま
す　

b
埼
玉
県
住
宅

供
給
公
社
（
〠
330
＝
８
５
１
６
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
仲
町
３
の
１２
の
１０
）

☎
０
４
８
＝
８
２
９
＝
２
８
７
３

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
）

□
第
27
期
青
少
年
相
談
員

g
地
域
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と

し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
支
え
る
た
め
に
活
動
す
る
青
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。
埼
玉
県
知
事
か
ら
の

委
嘱
で
任
期
は
平
成
３２
年
３
月
３１
日

ま
で　

f
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
３０
年
４
月
１
日
現
在
、
１８
歳
〜
３６

歳
の
方　

e
１
月
１８
日
㈭
ま
で
に
電

話
で
左
記
へ
（
面
談
あ
り
）
。
締
め

切
り
後
も
随
時
受
け
付
け　

b
青
少

年
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

□
賃
貸
住
宅
等
入
居
相
談
会

a
d
▽
１
月
９
日
㈫…

中
央
市
民
会

館
４
階
会
議
室
Ａ
・
Ｂ　

▽
２
月
９

日
㈮…

宅
建
会
館
３
階
会
議
室
Ａ
・

Ｂ
。
い
ず
れ
も
午
前
９
時
３０
分
〜
午

後
４
時　

f
低
額
所
得
者
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
子
育
て
世
帯
な
ど

と
そ
の
生
活
支
援
等
に
携
わ
る
方　

h
無
料　

e
当
日
会
場
へ　

b
埼
玉

県
住
宅
課
☎
０
４
８
＝
８
３
０
＝
５

５
７
３

□
全
国
一
斉
生
活
保
護
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０
＝
０
５
２
＝
０
８
８

（
当
日
の
み
通
話
可
）

a
１
月
２８
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時　

g
司
法
書
士
に
よ
る
生
活
保

護
に
関
す
る
相
談　

b
埼
玉
青
年
司

法
書
士
協
議
会
☎
０
４
８
＝
７
９
９

＝
２
３
０
４

□
不
動
産
取
引
無
料
相
談
会

a
１
月
２４
日
㈬
、
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時　

d
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ

ー　

b
（
公
社
）
全
日
本
不
動
産
協

会
越
谷
支
部
☎
０
４
８
＝
７
３
６
＝

２
４
５
４

□
関
東
財
務
局
へ
の
無
料
相
談

g
▽
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
に
関
す
る

相
談…

☎
０
４
８
＝
６
１
３
＝
３
９

５
２　

▽
架
空
請
求
な
ど
の
電
子
マ

ネ
ー
詐
欺
相
談…

☎
０
４
８
＝
６
０

０
＝
１
１
５
２　

▽
多
重
債
務
相
談

…

☎
０
４
８
＝
６
０
０
＝
１
１
１
３

　

b
く
ら
し
安
心
課
☎
９
６
３
＝
９

１
５
６

□
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の
成

年
後
見
無
料
相
談
会

a
１
月
２０
日
㈯
、
午
前
１１
時
〜
午
後

４
時　

d
埼
玉
司
法
書
士
会
越
谷
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
そ
ば
）

　

e
１
月
１８
日
㈭
、
午
後
５
時
ま
で

に
電
話
で
左
記
へ　

b
埼
玉
司
法
書

士
会
事
務
局
☎
０
４
８
＝
８
６
３
＝

７
８
６
１

　

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

で
は
、
埼
玉
県
内
に
在
住
す
る
交

通
遺
児
等
を
対
象
に
、
援
護
金
を

給
付
し
て
い
ま
す
。

〈
給
付
対
象
と
な
る
同
居
世
帯
の

総
所
得
額
〉　

左
表
の
と
お
り

〈
給
付
額
〉　

子
ど
も
１
人
に
つ

き
年
額
１０
万
円
。
給
付
時
期
は
５

月
上
旬

〈
申
込
み
〉　

１
月
３１
日
㈬
ま
で

（
必
着
）
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で

み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店
（
〠

330
＝
０
０
６
３
さ
い
た
ま
市
浦
和

区
高
砂
２
の
６
の
１８
、
☎
０
４
８

＝
８
２
２
＝
０
１
９
１
）
へ
。
申

請
書
類
は
、
く
ら
し
安
心
課
（
中

央
市
民
会
館
４
階
）
や
学
校
な
ど

で
配
布
し
ま
す

＊
交
通
遺
児
等
…
１８
歳
以
下
の
方

で
、
保
護
者
（
一
方
ま
た
は
双

方
）
が
交
通
事
故
（
陸
海
空
す

べ
て
の
交
通
事
故
が
対
象
）
に

よ
り
死
亡
ま
た
は
重
い
障
が
い

を
負
っ
た
方

b
埼
玉
県
防
犯
・
交
通
安
全
課
☎

０
４
８
＝
８
３
０
＝
２
９
５
８

いずれも１歳６カ月～就学前の保育
あり。Dほっと越谷　H無料
□防災講座「どうするトイレ問題！」
A2月4日㈰、午後2時～4時30分　
G災害時のトイレ対策と男女共同参
画の視点から防災について考える。
講師は、特定非営利活動法人日本ト
イレ研究所代表理事の加藤篤さん、
国際防災コンサルタントの高橋聖子
さん、越谷市危機管理課職員　
F50人（保育は1月26日㈮までに要
予約）　Bほっと越谷☎９７０－７４１１
（月曜日、祝日休所）
□「ほっと越谷」市民公募型男女共同
参画事業「『いや！』は自分を守る第
一歩～ＣＡＰ（キャップ）東埼玉の子
育て講座～」

A1月25日㈭、午前10時～11時30

分　G幼児のための防犯教室を大
人が体験する　F２０人（保育は１月
１６日㈫までに要予約）　EBＣＡＰ東
埼玉☎０９０－６１７７－６８５８

いずれもDEB市民活動支援センタ
ー「ななサポこしがや」（☎９６９－２７５
０）。下記のほか、かふぇとも、パソコ
ンなんでも相談、ぽっぽひろばも開
催します
□協働のまちづくり講座〈よそ者〉×
〈島民〉×〈もの・こと〉

A２月３日㈯、午後１時３０分～４時　
G隠岐アートトライアル実行委員に
よる地域資源を活用した地域活性化
の話など　F３０人
□相続入門
A１月２８日㈰、午後２時～４時　G
相続に関する説明　F５０人

市民活動支援センター

ななサポこしがやの講座

男女共同参画支援センター

ほっと越谷の催し

〈
事
例
〉　

ウ
オ
ー
タ
ー
サ
ー
バ

ー
な
ど
の
商
品
を
購
入
し
て
所
有

者
と
な
り
、
貸
し
出
す
こ
と
で
レ

ン
タ
ル
料
が
受
け
取
れ
る
と
い
う

「
レ
ン
タ
ル
オ
ー
ナ
ー
契
約
」
に

関
す
る
相
談
が
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
電
話

や
訪
問
で
勧
誘
さ
れ
て
契
約
し
た

も
の
の
、
事
業
者
が
破
綻
し
た
た

め
レ
ン
タ
ル
料
は
入
ら
ず
、
商
品

購
入
代
金
（
元
本
）
も
戻
ら
な
い

ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
消

費
者
に
は
商
品
が
渡
さ
れ
ず
、
事

業
者
が
行
う
と
い
う
転
貸
ビ
ジ
ネ

ス
の
実
態
を
確
認
す
る
こ
と
は
難

し
い
の
が
実
情
で
す

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉　

レ
ン
タ
ル
事

業
の
実
体
が
確
認
で
き
な
い
場
合

や
事
業
が
破
綻
し
た
場
合
の
リ
ス

ク
が
十
分
に
理
解
で
き
な
け
れ

ば
、
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
損
を
取
り
戻
す
と

言
っ
て
手
数
料
を
要
求
す
る
詐
欺

に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

b
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
９
６
５

＝
８
８
８
６

給付対象の
子どもの人数

１人

２人

３人

４人

５人以上

同居世帯の総所得額

274万円以下

312万円以下

350万円以下

388万円以下

426万円以下

レ
ン
タ
ル
オ
ー
ナ
ー
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

□
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
土
曜
講

座
）

g
a
▽
２
月
３
日
㈯…

「
会
っ
て
み

た
い
」
と
思
わ
せ
る
応
募
書
類
と
は

　

▽
２
月
１７
日
㈯…

「
一
緒
に
働
き

た
い
」
と
思
わ
せ
る
採
用
面
接
と

は
。
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
正
午　

d
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階
会

議
室　

f
市
内
在
住
の
就
職
活
動
中

の
方
各
２０
人　

h
無
料　

e
１
月
９

日
㈫
か
ら
電
話
で
左
記
へ　

b
産
業

支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
創
業
者
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会

「
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
！　

創
業
っ

て
面
白
い
」

a
２
月
７
日
㈬
、
午
後
６
時
〜
９
時

　

d
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
な

な
サ
ポ
こ
し
が
や
」
活
動
室
Ａ
・
Ｂ

　

g
講
演
と
交
流
会　

f
創
業
に
関

心
が
あ
る
方
５０
人　

h
無
料　

e
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番

号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
直
接
ま
た

は
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
へ　

b

産
業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８

０
、
D
９
６
７
＝
４
６
９
０

□
創
業
支
援
室
（
簡
易
オ
フ
ィ
ス
）

新
規
入
居
者
募
集

　

創
業
を
目
指
す
方
や
創
業
間
も
な

い
方
を
対
象
に
、
廉
価
な
料
金
で
オ

フ
ィ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

h
１
室
月
額
１
万
４
０
０
０
円
（
共

益
費
含
む
。
３
６
５
日
２４
時
間
使
用

で
き
ま
す
）　

e
申
込
書
を
直
接
産

業
支
援
課
へ
。
書
類
と
面
接
審
査
が

あ
り
ま
す
。
使
用
開
始
は
申
請
月
か

ら
約
３
カ
月
後
で
す
。
満
室
に
な
り

し
だ
い
終
了
。
公
募
要
領
等
は
産
業

支
援
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す　

b

産
業
支
援
課
（
産
業
雇
用
支
援
セ
ン

タ
ー
３
階
）
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
介
護
保
険
住
宅
改
修
研
修
会
・
受

領
委
任
払
い
説
明
会

a
２
月
２２
日
㈭
、
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時（
１
時
１０
分
受
け
付
け
開
始
）　

d
中
央
市
民
会
館
４
階
第
１３
〜
１５
会

議
室　

g
テ
ー
マ
は
「
住
宅
改
修
に

お
け
る
疾
患
別
・
障
害
別
の
配

慮
」
。
講
師
は
埼
玉
県
立
大
学
作
業

療
法
学
科
准
教
授
の
臼
倉
京
子
さ
ん

　

f
介
護
保
険
住
宅
改
修
受
領
委
任

払
い
登
録
を
希
望
す
る
住
宅
施
工
業

者
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
・
市
内

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員　

h

無
料　

e
１
月
３１
日
㈬
ま
で
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
左
記
へ　

b
介
護
保

険
課
（
第
二
庁
舎
１
階
）
☎
９
６
３

＝
９
１
６
９

　

保
育
所
の
保
育
料
は
、
前
年
の

世
帯
の
市
民
税
な
ど
か
ら
決
定
さ

れ
る
た
め
、
収
入
状
況
が
考
慮
さ

れ
た
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
保
育
料
の
滞
納
世
帯

に
対
し
、
可
能
な
限
り
自
主
納
付

を
促
し
て
い
ま
す
が
、
納
付
に
応

じ
て
い
た
だ
け
な
い
世
帯
に
対
し

て
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
市
税

や
国
民
健
康
保
険
税
と
同
様
に
財

産
（
預
貯
金
、
生
命
保
険
、
不
動

産
等
）
の
差
し
押
さ
え
等
の
滞
納

処
分
を
行
い
ま
す
。

b
子
ど
も
育
成
課
☎
９
６
３
＝
９

１
５
７

募募　
集

相
　
談

就
職
・
創
業

事
事
業
者
の
方
へ

保
育
料
の

滞
納
者
へ
の

滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

交
通
事
故
被
害
者
の

　
　
　
　
ご
家
族
へ
の
援
護
金
に
つ
い
て



子育て電話相談は各地域子育て支援センターへ
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地域子育て支援センター
いずれも電話での申し込みは申し込み順、往復はがきでの申し込みは抽選になります。

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料
親子でふれあい遊び
「ゆきだるまさん　こんにちは♪」
～子育て相談～

〈申込み〉　1/9（火）から電話で森のひろばへ（13：00～15：30）

1/29（月）
　10：00～11：00

☆森のひろば（新越谷1-31-18　認定こども園わかばの森ナーサリー内）　☎993－4154

3カ月～5カ月のお子さんと
保護者10組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料
みんなでつくりたい
おへそのひろば　0・1歳児
～ベビーマッサージや製作活動を楽しめます～

〈申込み〉　1/9（火）から電話でおへその広場へ（9：00～16：30）

1/25（木）
　10：00～11：00

☆おへその広場（相模町3-220-1　の～びるこどもの家保育園内）　☎988－8180

0歳～1歳のお子さん
と保護者12組

日程 講座名（内容） 対象 費用

50円小麦粉粘土であそぼう！

〈申込み〉　1/10（水）から電話でげんきへ（13：00～17：00）

1/17（水）
　10：00～11：00

☆げんき（レイクタウン8-3-5　越谷レイクタウンさくら保育園内）　☎988－0863

1歳～就学前のお子さんと
保護者15組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料
「ママと一緒に体を動かして遊ぼう」
持ち物:水分補給用の飲み物、
タオル、動きやすい服装

〈申込み〉　1/9（火）から電話でたけのこへ（13：30～15：30）

1/17（水）
　10：00～11：00

☆たけのこ（大竹815-1　おおたけ保育園内）　☎977－5311

0歳～就学前のお子さんと
保護者20組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

特別講座
｢歯医者さんによる歯磨き指導」
歯科医院の方による歯磨き指導を
行います

〈申込み〉　1/12（金）から電話ですくすくへ（13：00～16：30）

1/23（火）
　10：00～11：00

☆すくすく（七左町1-347　南越谷保育園内）　☎990－5003

0歳～就学前のお子さんと
保護者20組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料自然学校「冬を楽しもう」

〈申込み〉　当日会場へ

1/12（金）
　10：30～11：30

☆ちきんえっぐ（平方3207-1　越谷どろんこ保育園内）　☎970－2280

0歳～就学前のお子さんと
保護者

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料音楽に合わせて、リズム・リトミック！！
ドリーム総合教室代表の瀧崎悦子さん

〈申込み〉　1/9（火）から電話でこあら教室へ（10：00～16：00）

1/19（金）
　10：30～11：30

☆こあら教室（大間野町5-147-1　認定こども園小牧内）　☎985－4890

2歳～就園前のお子さんと
保護者7組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料出前保育in大袋地区センター
（親子体操＆おたのしみシアター）

〈申込み〉　当日会場へ。月曜～土曜日の9:00～16:00に園庭開放、毎週水曜日の11:30～12:30のランチ
タイムに室内開放しています

1/23（火）
　10：00～11：30

☆たんぽぽ（袋山1956-1　袋山保育園内）　☎979－0520

0歳～就学前のお子さんと
保護者

子育てサロン

〈申込み〉　1/15（月）までに、電話（フェリーチェ☎080-2244-9805（火曜・木曜・土曜日、10：00～16：00））、
またはメールに講座名・親子の氏名・お子さんの年齢・住所・電話番号、件名に「フェリーチェ講座申込み」と
記入し、申し込み専用アドレスfelice@koko-chao.comへ。各講座に重複して申し込みできます。市内在住
の方。応募多数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象 費用

③2/20（火） ふぇりーちぇらんど0歳 0歳のお子さんと保護者10組

②2/16（金） 助産師による講座
「母乳育児と卒乳について」 授乳中のお子さんと保護者10組

①2/6（火） 2月生まれのお誕生会 就学前で2月生まれのお子さんと
保護者10組

無料

□みんなのひろばフェリーチェ ☎971－3808（子育てサポーターチャオ事務局内）
会場…①③みんなのひろばフェリーチェ（東大沢2-5-1コープみらいコープ北越谷店コープメイト2階）
　　　②男女共同参画支援センター「ほっと越谷」
時間…10：30～11：30

〈申込み〉　1/14（日）まで（消印有効）に、往復はがきに講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お
子さんの年齢（講座受講時）・電話番号を記入し、子育てサロン（〠343-0845南越谷1-11-4新越谷駅ヴァ
リエ1階）へ。応募は1人1講座のみで市内在住の方。応募多数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象 費用
6カ月～1歳未満のお子さんと
保護者10組

無料

50円赤ちゃんとあそぼう2/1（木）

2/8（木） 3カ月～6カ月のお子さんと
保護者10組

ベビーのためのエクササイズとマッサージ
持ち物：赤ちゃんの水分補給用の飲み物、
バスタオル

2/15（木）

6カ月～1歳未満のお子さんと
保護者10組

赤ちゃんと英語であそぼう
持ち物：フェイスタオル1枚

1歳～1歳6カ月のお子さんと
保護者10組親子遊び・からだ遊び

2/22（木）

2/17（土） 就学前のお子さんと保護者10組
保育園の先生の子育て講座
「わくわくひろば」
（汚れてもいい服装でご参加ください）

□子育てサロン ☎961－3623
会場…子育てサロン（南越谷1-11-4新越谷駅ヴァリエ1階）
時間…いずれも10：30～11：30

保育ステーション

日程 講座名（内容） 対象 費用

〈申込み〉　いずれも1/9（火）から電話で北越谷保育ステーションへ（10：30～16：00）

◯北越谷保育ステーション（大沢3-6-1パルテきたこし3階） ☎970－8200

ママのリフレッシュ講座
タイ式ヨガ「ルーシーダットン」
持ち物：ヨガマットまたはバスタオル、水分
補給用の飲み物、動きやすい服装

1/13（土）
　10：00～11：00

無料

子育て講座「健治先生の音楽遊び」
先生とたくさん遊ぼう！

1/27（土）
　10：00～11：00

1歳～就学前のお子さんと
保護者15組

大人10人
（有料保育あり）

日程 講座名（内容） 対象 費用

〈申込み〉　いずれも1/9（火）から電話で南越谷保育ステーションへ（8：30～16：30）

◯南越谷保育ステーション（南越谷1-12-11イーストサンビル2  5階） ☎987－6300

無料

材料費
250円

♪子育てハンドメイドサークル
「藍染でオリジナル染め物を作ろう」
講師はkippis代表の飯島裕子さん

1/30（火）
　10：00～11：30

大人15人
（有料保育あり）

♪みんなのあそび場
「こま作りやお手玉など伝承遊びを楽しもう」
リズム、パネルシアター等も行います！

1/16（火）
　15：00～15：45

0歳～就学前のお子さん
と保護者20組

上記のほか、
☆おひさまの子（東越谷8-180　増林保育所内）  ☎960－5800
☆にこにこ（北川崎729-1　新方保育所内）  ☎970－5611
☆ぽかぽか（南荻島330-1　荻島保育所内）  ☎971－8115
でも子育て講座を開催しています。詳しくは「こしがや子育てネット」をご覧ください
（こしがや子育てネットのURL・二次元コードはこのページの右上に記載しています）。

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

〈申込み〉　1/9（火）から電話でのびるば広場へ（8：30～16：30）

1/20（土）
　10：00～11：30

☆のびるば広場（南越谷1-12-11イーストサンビル２－５階Ａ　南越谷保育ステーション隣）　☎987－7088

大人20人
0歳のお子さんは同席で
きます（有料保育あり）

♪子育て小学習会
「乳幼児期の言葉の発達と大切さ」
～生活の中で楽しく言葉を育てよう～
講師は文教大学准教授の小野里美帆さん

〈申込み〉　1/14（日）まで（消印有効）に、はぐはぐホームページから申込みフォームで、または往復はがき
に講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの年齢・電話番号を記入し、つどいの広場はぐは
ぐ（〠343-0023東越谷3-6-23生活クラブ生活協同組合越谷生活館内1階）へ。往復はがき1枚につき1講
座の申し込み。市内在住の方。応募多数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象 費用

産後ママのための骨盤ケア
持ち物：バスタオル、水分補給用の飲み物、
動きやすい服装

就園前のお子さんと保護者10組

300円

無料

300円

無料

500円

300円

③2/16（金）

キッズリトミック
持ち物：水分補給用の飲み物

歩きはじめ～就園前のお子さんと
保護者10組②2/5（月）

ベビーリトミック
持ち物：水分補給用の飲み物 歩く前のお子さんと保護者10組①2/5（月）

手作り会（作り置き常備菜）
持ち物：筆記用具

就園前のお子さんと保護者10組
（別室託児あり）④2/20（火）

就園前のお子さんと保護者10組かるがも広場（わらべ唄と手遊びなど）⑤2/23（金）

3カ月～10カ月のお子さんと
保護者10組⑦2/28（水）

歩く前のお子さんと保護者
各10組

ベビーリトミック（1）（2）
持ち物：水分補給用の飲み物

出張ひろばの赤ちゃんサロン
持ち物：バスタオル

⑥2/26（月）

□つどいの広場はぐはぐ ☎080－2055－2092
〈ホームページ http://hug-hug-koshigaya.jimdo.com/〉
会場…①～⑥つどいの広場はぐはぐ（東越谷3-6-23生活クラブ生活協同組合越谷生活館内1階）
　　　⑦宮本町2丁目第一自治会館（宮本町2-150-3）
時間…①10：10～10：50、②11：15～12：00、③④⑤⑦10：30～11：30、
　　　⑥（1）10：10～10：50、（2）11：20～12：00

広報こしがやお知らせ版　平成30年（2018年）1月号

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

子育て講座
「今からできるトイレトレーニングの準備」
相談コーナー
「困っていることはありませんか？」

〈申込み〉　1/9（火）から電話できらきらへ（13：00～15：00）

1/18（木）
　9：50～10：50

☆きらきら（谷中町2-88-4　松沢保育園内）　☎080－1058－3953

0歳のお子さんと保護者
10組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

〈申込み〉　当日会場へ

1/12（金）
　10：00～10：45

☆あおいとり（川柳町1-582-1　埼玉東萌保育園内）　☎973－7463

凧あげをしよう
新聞紙、広告等で簡単な凧を作り、
一緒に凧あげを楽しみましょう
10：45～は園庭開放（自由遊び）となります

0歳～就学前のお子さん
と保護者

下記以外の子育て講座の情報は「こしがや子育てネット」
（http://koshigaya-kosodate.net/）をご覧ください。
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特に記載がない場合の問合せは保健センター☎978-3511へA…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ
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越谷市薬剤師会
薬の相談日（要予約）

1/9（火）・23（火）
2/13（火）

午後1時～3時、越谷市薬剤師会
事務局（中町6-6）☎960ー4100
＊相談日の1週間前までに電話で
　ご予約くださいお口の悩みを相談できます
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夜間急患診療所
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康
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ム

　もしものときは！

東越谷10-81　☎960-1000
【休診日】なし（年中無休）
【診療科目】内科・小児科（内科的疾患）
【受付】午後7時30分～午後10時30分
【診療】午後8時～午後11時
＊薬の処方は、原則1日分となります。翌日は、か
　かりつけ医を受診してください

＜急病に関する相談・緊急に受診できる医療機
関の案内＞
●埼玉県救急電話相談
　＃7119または☎048-824-4199
24時間365日実施。急な病気やけがに関して、
看護師の相談員が医療機関を受診すべきか
どうかなどをアドバイスします。また、緊急に受診
できる医療機関（歯科・口腔外科・精神科を
除く）もご案内します。
＊平成29年9月までは、埼玉県小児救急電話相
談（#8000）、埼玉県大人の救急電話相談
（#7000）として時間帯を限定して実施してい
ましたが、平成29年10月から埼玉県救急電話
相談(#7119)として24時間365日実施していま
す

＊救急電話相談は、医療行為ではなく、相談者
への電話でのアドバイスを行うものですのでご
了承ください

＜緊急的な精神医療相談＞
●埼玉県精神科救急情報センター
　☎048-723-8699
休日や夜間の緊急的な精神医療相談。月曜
～金曜日は午後5時～翌朝8時30分、土曜･日
曜日、祝日、年末年始は午前8時30分～翌朝
8時30分

　急患診療所などの救急医療は、急患（急性の
病気）の診療が対象です。また、医療費が通常と異
なる場合があります。
　日曜日や祝日に診療を行っている医療機関は、
市ホームページや、公共施設で配布している「越谷
市の休日診療・救急医療のご案内」をご覧ください。

　診療時間は医療機関や診療内容によって異
なります。事前に各医療機関に電話連絡のうえ、
ご受診ください。
１月１日（祝） 
▷レイクタウンこどもクリニック　☎987-1233　
　レイクタウン6-25-3／小
▷越谷くろす内科クリニック　☎972-5556　
　宮前1-5-21／内
▶かみむら歯科矯正歯科クリニック　
　☎988-1182　相模町3-246-1／歯・小歯・
　矯歯・歯口
▶山本歯科医院　☎979-2246　下間久里
397-1／歯・小歯・矯歯

１月２日（火）
▷南埼玉病院　☎965-1151　増森252／精・神・
心内
▷蒲生クリニック　☎988-7766　蒲生茜町
19-6グランディール１階／内・消内
▷越谷誠和病院　☎966-2711　谷中町
4-25-5／内・外（午前のみ）
▶藤原歯科医院　☎985-4332　相模町
1-155／歯・小歯
▶山﨑歯科医院　☎977-8846　大沢3-10-1
／歯

１月３日（水）
▷おおさと痛みのクリニック　☎975-3000　
　大里193-1大里メディカルプラザ2階／整
▷順天堂越谷病院　☎975-0321　袋山560
／内
▷山口醫院　☎962-7201　中町5-1／内・呼内・
アレ
▶浅沼歯科医院　☎988-8241　蒲生旭町
7-2／歯・小歯
▶くぼた歯科医院　☎974-6431　袋山
1380-9／歯・小歯

１月８日（祝）
▷たかはしキッズクリニック　☎978-0415　下間
久里788-1／小
▷おか内科クリニック　☎972-8800　下間久
里790-1／内・消内
▶竹村歯科　☎966-4633　花田3-6-7／歯・
小歯
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込
む
ぞ
」
と
意
識
し
て
飲
み
込
む

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

小
松
菜
は
埼
玉
県
が
産
出
額
全

国
一
位
の
ブ
ラ
ン
ド
農
作
物
で

す
。
お
雑
煮
に
は
県
内
産
の
小
松

菜
を
ぜ
ひ
お
使
い
く
だ
さ
い
。
事

故
予
防
だ
け
で
な
く
、
お
い
し
さ

や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
も
優
れ
、

「
名
（
菜
）
を
持
ち
（
餅
）
上
げ

る
」
と
縁
起
担
ぎ
に
も
な
り
ま

す
。

　

さ
て
万
一
詰
ま
ら
せ
た
場
合
に

は
ど
う
す
る
か
？　

ま
ず
は
慌
て

ず
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。
１

１
０
番
で
は
な
く
、
１
１
９
番
で

す
。
餅
を
詰
ま
ら
せ
た
緊
急
事
態

で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
救
急
処
置
と
し
て
、
詰

ま
っ
た
餅
を
指
で
か
き
出
し
た

り
、
頭
を
低
く
し
た
姿
勢
で
肩
甲

骨
の
間
の
背
骨
を
思
い
切
り
た
た

い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
掃
除
機
で
吸
い
取
る
方

法
は
安
全
性
が
実
証
さ
れ
て
お
ら

ず
、
実
行
す
る
場
合
は
自
己
責
任

に
な
り
ま
す
。
先
端
が
細
く
な
っ

た
、
す
き
ま
用
ノ
ズ
ル
が
有
用
で

す
。
舌
を
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に

の
ど
の
奥
に
ノ
ズ
ル
を
入
れ
て
か

ら
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
す
。
ス

イ
ッ
チ
は
数
秒
で
切
り
、
餅
が
取

れ
る
ま
で
何
回
か
繰
り
返
し
ま

し
ょ
う
。
長
時
間
吸
引
し
続
け
る

と
、
肺
が
傷
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

正
月
早
々
悲
し
い
事
故
が
起
こ

ら
ぬ
よ
う
、
お
餅
に
は
く
れ
ぐ
れ

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

休日当番医
健

健（
検
）診
・

相
談

予

予
防
接
種

13
面
に
続
く

い

おいしく食べて健康になりましょう

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室
が
始
ま
り
ま
す

元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室
が
始
ま
り
ま
す

d
a
▽
く
す
の
き
荘
（
教
養
娯
楽

室
）
…
２
月
５
日
〜
３
月
２６
日
の

毎
週
月
曜
日
（
２
月
１２
日
は
除

く
）　

▽
け
や
き
荘
（
教
養
娯
楽

室
）
…
１
月
１０
日
〜
３
月
２８
日
の

毎
週
水
曜
日
（
３
月
２１
日
は
除

く
）　

▽
ゆ
り
の
き
荘
（
研
修

室
）
…
１
月
１０
日
〜
３
月
２８
日
の

毎
週
水
曜
日
（
３
月
２１
日
は
除

く
）　

▽
ひ
の
き
荘
（
研
修
室

Ａ
・
Ｂ
）
…
１
月
１２
日
〜
３
月
２３

日
の
毎
週
金
曜
日
。
い
ず
れ
も
午

前
１０
時
〜
１１
時
（
ゆ
り
の
き
荘
は

午
後
２
時
〜
３
時
）
。
初
め
て
の

方
は
３０
分
前
か
ら
、
２
回
目
以
降

の
方
は
２０
分
前
か
ら
受
け
付
け
開

始
。
教
室
開
始
後
５
分
を
過
ぎ
る

と
入
室
で
き
ま
せ
ん　

g
介
護
予

防
の
た
め
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
。

各
会
場
同
じ
内
容
の
た
め
重
複
参

加
は
で
き
ま
せ
ん　

f
市
内
在
住

で
運
動
制
限
の
な
い
６５
歳
以
上
の

方
各
回
５０
人
（
ゆ
り
の
き
荘
は
３０

人
）　

c
運
動
の
で
き
る
服
装
、

運
動
靴
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
水
分

補
給
用
の
飲
み
物
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
使
用
証　

e
当
日
会
場
へ

　

b
地
域
包
括
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
９
６
３
＝
９
１
６
３　
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◎
予
防
が
大
事
！　
「
糖
尿
病
講
座
」

a
２
月
１
日
㈭
、
午
前
１０
時
〜
１１
時

g
糖
尿
病
を
予
防
す
る
食
生
活

f
１０
人　

e
受
付
中

◎
ハ
ッ
ポ
ち
ゃ
ん
体
操
公
開
練
習

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
あ
な
た
も

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
公
開
練
習

に
参
加
し
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
、

ハ
ッ
ポ
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
ま

す
（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）
。

d
a
①
大
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
…
１
月

１０
日
㈬　

②
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

…
１
月
１８
日
㈭
。
い
ず
れ
も
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分　

c
飲
み
物
、①
は

室
内
用
の
運
動
靴　

e
当
日
会
場
へ

◎
40
代
か
ら
50
代
を
迎
え
る
貴
女
に

　

「
Ｋ
ｉ
・
Ｒ
ｅ
・
Ｉ
の
ス
ス
メ
」

a
１
月
３０
日
㈫
、
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分　

d
中
央
市
民
会
館　

g

テ
ー
マ
は
「
自
分
の
カ
ラ
ダ
と
向
き

合
お
う
」　

f
市
内
在
住
の
女
性　

c
筆
記
用
具　

e
受
付
中

◎
コ
バ
ト
ン
痛
み
予
防
教
室
（
肩
）

a
１
月
３１
日
㈬
、
午
前
１０
時
〜
１１
時

３０
分　

d
大
袋
地
区
セ
ン
タ
ー　

g

作
業
療
法
士
に
よ
る
講
話
。
家
で
簡

単
に
で
き
る
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を

学
ぶ　

f
市
内
在
住
で
医
師
に
よ
る

運
動
制
限
の
な
い
方
２０
人　

c
運
動

の
で
き
る
服
装
、
上
履
き
、
水
分
補

給
用
の
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具　

e
１
月
９
日
㈫
か
ら

◎
コ
バ
ト
ン
健
康
ア
ッ
プ
！　

か
ん

た
ん
運
動
セ
ミ
ナ
ー

a
１
月
１９
日
㈮
、
午
後
２
時
〜
４
時

　

d
中
央
市
民
会
館
３
階
多
目
的

ホ
ー
ル　

g
県
民
健
康
福
祉
村
の
健

康
運
動
指
導
士
に
よ
る
、
運
動
に
つ

い
て
の
講
話
と
実
践　

f
運
動
制
限

の
な
い
市
民
４０
人　

c
運
動
の
で
き

る
服
装
、
水
分
補
給
用
の
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具　

e
受
付
中

□
プ
ロ
か
ら
教
わ
る
！　

介
護
予
防 

　

ミ
ニ
講
座

a
２
月
８
日
㈭
・
１５
日
㈭
、
午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
（
全
２
回
）　

d
川
柳
地
区
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室　

g
講
話
、
運
動
、
口
腔
体
操
な
ど
。

講
師
は
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、

管
理
栄
養
士
、
運
動
指
導
士　

f
市

内
在
住
で
運
動
制
限
の
な
い
６５
歳
以

上
の
方
４０
人　

h
無
料　

c
筆
記
用

具
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、
運
動

靴
、
水
分
補
給
用
の
飲
み
物
、
タ
オ

ル　

e
１
月
１１
日
㈭
、
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
左
記
へ　

b
地
域
包
括
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
９
６
３
＝
９
１

６
３

□
引
き
こ
も
り
家
族
の
集
い

a
２
月
１４
日
㈬
、
午
後
２
時
〜
４
時

　

d
市
役
所
第
三
庁
舎
５
階
会
議
室

５　

f
市
内
在
住
で
引
き
こ
も
り
状

態
の
方
を
抱
え
る
家
族
２０
人　

c
筆

記
用
具　

e
電
話
で
左
記
へ　

b
精

神
保
健
支
援
室
☎
９
６
３
＝
９
２
１

４

　

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
献
血
ル
ー
ム

（
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
m
o
r
i

１
階
☎
０
１
２
０
＝
１
３
７
＝
３
７

９
）
で
献
血
が
で
き
ま
す
。
全
血
献

血
は
午
前
９
時
４５
分
〜
午
後
５
時
３０

分
、
成
分
献
血
は
午
前
９
時
４５
分
〜

午
後
４
時
３０
分
。
そ
の
ほ
か
の
献
血

で
き
る
場
所
は
日
本
赤
十
字
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
ま
す
。

b
保
健
総
務
課
☎
９
７
３
＝
７
５
３

０

コ
バ
ト
ン

コ
バ
ト
ン

B市民健康課☎９７8－3511
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も
　

り
　

あ
な
た

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
市
民
の
皆
様
方
が
今

年
も
健
康
で
何
事
も
な
く
過
ご
さ

れ
る
こ
と
を
、
医
師
会
員
一
同
心

よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
冬
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
の
季
節
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
予
防
接
種
を
既
に
終
了
し

て
い
る
人
も
こ
れ
か
ら
の
方
も
い

る
事
と
思
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン

は
ワ
ク
チ
ン
の
本
数
が
足
ら
な
く

て
予
約
を
取
る
の
に
苦
労
さ
れ
た

方
も
い
る
事
と
思
い
ま
す
。
で
は

ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
一
度
決
め
た
ワ
ク

チ
ン
に
使
う
ウ
イ
ル
ス
株
４
種
類

の
う
ち
１
種
類
を
選
び
直
し
、
製

造
が
遅
れ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
に

よ
り
予
防
接
種
希
望
者
が
多
く
な

る
１１
月
か
ら
１２
月
に
不
足
が
生
じ

ま
し
た
。
本
来
な
ら
１３
歳
以
上
の

方
に
つ
い
て
は
、
０
・
５
ml
を
皮

下
に
、
１
回
ま
た
は
お
よ
そ
１
〜

４
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
２
回
注

射
す
る
と
こ
ろ
を
、
１
回
注
射
を

原
則
と
す
る
こ
と
、
ワ
ク
チ
ン
の

予
約
は
昨
年
度
の
使
用
実
績
を
上

回
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
返

品
は
行
わ
な
い
こ
と
な
ど
の
通
知

が
厚
労
省
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
最
終
的
に
は
ほ
と
ん
ど

不
足
は
な
く
な
る
見
込
み
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
接
種
料
金
で
す
が
、

お
母
さ
ん
方
の
中
で
、
あ
そ
こ
は

い
く
ら
、
こ
こ
だ
っ
た
ら
い
く
ら

と
話
題
に
な
り
、
な
る
べ
く
安
い

と
こ
ろ
で
接
種
と
い
う
事
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
医
療
機
関
に

よ
っ
て
料
金
が
違
う
の
で
し
ょ
う

か
。
保
険
診
療
は
国
に
よ
り
料
金

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢

者
以
外
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
料
は
自
由
診
療
の
た
め
、
医

師
会
等
で
料
金
を
統
一
す
る
と
公

正
取
引
委
員
会
の
規
約
に
違
反
す

る
か
ら
で
す
。
越
谷
市
医
師
会
は

以
前
か
ら
料
金
は
会
員
任
せ
で

す
。
３
年
く
ら
い
前
で
し
ょ
う

か
、
近
隣
の
医
師
会
で
最
低
料
金

を
決
め
会
員
に
周
知
徹
底
を
し
た

事
が
独
禁
法
の
規
定
に
違
反
す
る

行
為
で
あ
る
と
し
て
排
除
措
置
命

令
が
出
ま
し
た
。
で
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
料
金
は
ど
の

様
に
決
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
基
本
的
に
は
保
険
診
療
に
準

じ
た
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

ず
い
ろ
い
ろ
お
話
を
聞
き
ま
す
の

で
診
察
料
（
１
回
目
な
ら
初
診

料
、
２
回
目
な
ら
再
診
料
）
が
掛

か
り
ま
す
。
そ
の
他
注
射
手
技
料

と
ワ
ク
チ
ン
代
が
か
か
り
ま
す
。

あ
と
は
各
医
療
機
関
の
裁
量
で
料

金
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
未
接
種
の

方
は
な
る
べ
く
早
め
に
接
種
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

と　
　
　

さ
か　
　
　
　
　

か
お
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

料
金
は
ど
う
し
て
医
療
機
関

に
よ
っ
て
違
う
の
？

登
　
坂
　
　
薫

越
谷
市
医
師
会

会
長

□
応
急
手
当
講
習
会（
上
級
救
命
）

a
１
月
２０
日
㈯
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時　

d
消
防
本
庁
舎　

g
心

肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）　

f
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
中

学
生
以
上
の
方
３０
人　

h
無
料　

e
１
月
１４
日
㈰
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
左
記
へ　

b
消
防
署
☎

９
７
４
＝
０
１
３
６

□
女
性
消
防
団
員
募
集

g
防
火
広
報
活
動
・
応
急
手
当
指

導
な
ど　

f
市
内
在
住
・
在
勤
で

１８
歳
〜
５０
歳
の
健
康
な
方
若
干
名

　

e
１
月
４
日
㈭
〜
３１
日
㈬
（
消

印
有
効
）
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
。
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
）
に
、
申
込
書
を
直
接
ま

た
は
郵
送
で
消
防
本
部
警
防
課

へ
。
募
集
要
項
・
申
込
書
は
消
防

本
部
警
防
課
、
消
防
署
、
各
分
署

で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す　

b

消
防
本
部
警
防
課
（
〠

３４３
＝
０
０

２
５
大
沢
２
の
１０
の
１５
）
☎
９
７

４
＝
０
１
０
４

□
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　

一
定
人
数
以
上
を
収
容
す
る
建

物
な
ど
は
、
防
火
管
理
者
を
届
け

出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

a
２
月
６
日
㈫
・
７
日
㈬
、
午
前

８
時
５０
分
〜
午
後
５
時
（
２
日

間
。
７
日
は
正
午
ま
で
）　

d
消

防
本
庁
舎
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル　

f
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

防
火
管
理
者
が
い
な
い
建
物
な
ど

の
管
理
・
監
督
を
す
る
立
場
の
方

７０
人　

h
３
６
５
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）　

e
１
月
２３
日
㈫
〜
３０
日

㈫
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

に
、
受
講
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
費
用
と
写
真
１
枚
（
３

㌢×

２
・
５
㌢
）
を
添
え
て
、
直

接
消
防
本
部
予
防
課
へ
。
受
講
申

請
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
、
各

分
署
の
窓
口
で
配
布
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き

ま
す　

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９

７
４
＝
０
１
０
３

消
防
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

〈会　場〉　中央市民会館５階第４～６
　　　　　会議室
〈定　員〉　各１００人　
〈持ち物〉　健康診査の結果、筆記用具
〈申込み〉　電話で下記へ
B市民健康課☎９７８－３５１１

　生活習慣病の基礎知識と予防方法につ
いて、医師がわかりやすく解説します。

健診結果の上手な見方
～特定健診結果説明会～

生活習慣病
予防セミナー

日時

内容・
講師

申込み

1月17日（水）、午後1時30分～3時30分
コレ、ステ（捨て）よう！
脂質異常症予防セミナー
越谷駅前クリニック医師　永松仁さん
受付中

●脂質異常症予防セミナー

日時

内容・
講師

申込み

2月18日（日）、午後1時30分～3時30分
気になる！肺の病気予防セミナー
（COPD・肺炎など）
山口醫院医師　山口文平さん
1月19日（金）から

●肺の病気予防セミナー

日時

内容・
講師

申込み

2月22日（木）、午後2時30分～4時30分
新たな国民病を早期発見！
腎臓病予防セミナー
小尾医院医師　大図弘之さん
1月19日（金）から

●腎臓病予防セミナー

保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

音楽に合わせて楽しく体を動かしてみませんか

女性消防団員が活躍しています

　健診結果の見方や皆さんの疑問につ
いて、現役の医師が分かりやすくお答
えします。質疑応答の時間もあります。
〈日　時〉　１月２３日（火）、午後１時～３時
〈会　場〉　中央市民会館
〈内　容〉　医師による講話・質疑応答。

講師は越谷津田医院医師の津田達広
さん

〈対　象〉　１００人
〈持ち物〉　健康診査の結果、筆記用具
〈申込み〉　受付中

12
面
か
ら
続
き

そうだったのか！

（脂質異常症・肺の病気・腎臓病）
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あ
き
ひ
め

シ
ー

越谷産の真っ赤なイチゴはいかが？

 

１２
月
１６
日
、
Ｊ
Ａ
越
谷
市
農

産
物
直
売
所
グ
リ
ー
ン
・
マ
ル

シ
ェ
で
越
谷
産
い
ち
ご
フ
ェ
ア

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

越
谷
産
の
イ
チ
ゴ
は
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
た
ば
か
り
で
す
。
当

日
は
、
市
内
の
生
産
者
ら
の
手

に
よ
っ
て
章
姫
・
紅
ほ
っ
ぺ
・

か
お
り
野
・
お
い
Ｃ
ベ
リ
ー
・

恋
み
の
り
が
店
頭
に
並
べ
ら
れ

販
売
が
ス
タ
ー
ト
。

　

紅
ほ
っ
ぺ
を
購
入
し

た
方
は
「
フ
ェ
ア
を
目

的
に
来
ま
し
た
。
昨

年
、
市
内
で
イ
チ
ゴ
狩

り
を
し
た
時
に
酸
味
と

甘
み
の
バ
ラ
ン
ス
が
気

に
入
っ
た
の
で
紅
ほ
っ

ぺ
に
し
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た

多
く
の
方
が
、
試
食
で

味
な
ど
の
違
い
を
確
か

め
な
が
ら
次
々
に
購
入

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

生産者が品種による味や食感の違いを説明しました

い
ち
ご
フ
ェ
ア
に
取
れ
た
て
の
５
品
種
が
並
ぶ

市内の農業・商工業の祭典
　

１２
月
２
日
・
３
日
、
総
合
体

育
館
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
越
谷

市
制
６０
周
年
記
念
第
１６
回
産
業

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
２
日
間
で
約
１３
万
３
０
０

０
人
が
来
場
し
、
地
元
産
業
へ

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
事
業
所
や
団
体
の

ブ
ー
ス
が
並
び
、
伝
統
的
手
工

芸
品
の
展
示
や
農
産
物
の
品
評

な
ど
も
実
施
。
初
め
て

開
催
さ
れ
た
「
若
手
職

人
座
談
会
」
に
は
、
市

内
若
手
職
人
や
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
有
識
者
が
招
か

れ
、
「
世
界
に
越
谷
の

伝
統
工
芸
を
広
め
た

い
」
と
将
来
に
つ
い
て

熱
く
語
り
合
う
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
こ
し

が
や
鴨
ネ
ギ
鍋
に
は
今

年
も
長
い
行
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

座談会には越谷ひな人形組合青年部の3人とデザイナーらが登壇

「
Ｍ
ｙ　

Ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ　

Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ　

Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ

〜
地
元
の
イ
チ
オ
シ
〜
」を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

た
キ
ャ
ン
パ
ス　

ア
ー
ト　

ア
ワ
ー
ド
２
０
１

７（
読
売
中
高
生
新
聞
、コ
ク
ヨ
㈱
共
催
）で「
越

谷
の
い
い
所
」を
描
き
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た

　

「
小
学
校
の
こ
ろ
、
授
業
で
調
べ

た
地
元
の
名
産
品
な
ど
を
思
い
出
し

て
、
だ
る
ま
を
描
く
こ
と
に
し
ま
し

た
」
。

　

応
募
の
き
っ
か
け
は
夏
休
み
に
遊

び
に
行
っ
た
叔
母
の
勧
め
。
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
こ
だ
わ
り
を
貫
き
、
１０

本
以
上
の
筆
を
駆
使
し
て
だ
る
ま
の

ひ
げ
や
光
沢
感
を
作
品
に
描
い
た
。

そ
の
隅
に
は
、
一
つ
だ
け
目
の
入
っ

て
い
な
い
ピ
ン
ク
の
だ
る
ま
が
。

「
全
部
赤
い
だ
る
ま
で
は
つ
ま
ら
な

い
と
思
い
、
途
中
で
違
う
色
の
だ
る

ま
を
入
れ
て
、
目
も
後
か
ら
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」
。

　

後
藤
さ
ん
の
作
品
は
今
年
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ノ
ー
ト
の
表
紙
に
な
る
。

「
ノ
ー
ト
を
使
う
人
に
自
分
で
目
を

入
れ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で

す
。
私
は
今
、
勉
強
に
力
を
入
れ
て

い
る
の
で
、
こ
の
ノ
ー
ト
を
使
っ
て

試
験
で
満
点
が
取
れ
た
ら
目
を
入
れ

た
い
で
す
」

＊
作
品
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す

　
　
　
後
藤
杏
菜
さ
ん

（
中
央
中
学
校
１
年
）

ご
　
と
う
　
あ
ん
　
な

万が一の時の連携と対応力を強化
　

１２
月
９
日
、
越
谷
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
駅
で
テ
ロ
災
害
活
動
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
駅
構
内
で

化
学
剤
に
よ
る
テ
ロ
災
害
が
発

生
し
た
と
の
想
定
で
、
市
消
防

本
部
、
越
谷
市
消
防
団
、
Ｊ
Ｒ

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
、
越
谷

警
察
署
、
獨
協
医
科
大
学
埼
玉

医
療
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
連
携
で

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

不
審
物
を
発
見
し
た

駅
職
員
が
通
報
し
、
警

察
が
人
々
の
避
難
を
誘

導
。
防
護
服
を
着
た
消

防
隊
員
が
消
防
車
で
駆

け
つ
け
る
と
、
辺
り
は

緊
張
し
た
空
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
消
防
か
ら

要
請
を
受
け
た
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
は
、
負

傷
者
の
救
護
活
動
を
行

い
、
災
害
発
生
時
の
一

連
の
流
れ
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

消防隊員が負傷者役の人を除染テントに運び除染しました

絵画作品や合唱など日頃の成果や活動を発表
　

１１
月
２３
日
〜
２６
日
、
サ
ン
シ

テ
ィ
で
越
谷
市
制
６０
周
年
記
念

第
４９
回
市
民
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
地
域
文
化
の

向
上
お
よ
び
文
化
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
ホ
ー
ル
な
ど
で
は
、
写

真
・
書
・
絵
画
な
ど
の
力
作
５

０
１
点
が
展
示
さ
れ
、

大
ホ
ー
ル
や
小
ホ
ー
ル

で
は
、
合
唱
・
舞
踊
な

ど
個
性
豊
か
な
９１
団
体

２
８
８
６
人
が
日
頃
の

成
果
や
活
動
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

来
場
者
は
「
す
て
き

な
作
品
ば
か
り
で
驚
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
私

も
何
か
始
め
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話

し
、
じ
っ
く
り
と
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　

越谷市合唱協会の歌声は、観客を魅了しました

「
伝
統
工
芸
も
っ
と
知
っ
て
」産
業
フ
ェ
ス
タ
で
職
人
語
る

文
化
の
香
り
漂
う
第
49
回
市
民
文
化
祭

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
で
テ
ロ
災
害
活
動
訓
練

◀
特
集
か
ら

市
政
・
防
災
情
報
を
メ
ー
ル
配
信

越
谷
c
i
t
y
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

・ニュース：「大塚商会アルファーズ」を母体
　とするBリーグクラブ発足に向けた支援を開
　始／市長新春インタビュー
・特集：一人一人ができる家庭での火災予防
・ズームアップ：南越谷地区センター　木目込
　み干支人形づくり講習会

■テレビ埼玉　
　1月20日(土)・21日(日)　9:30～
■Ｊ：ＣOM越谷
　1月22日(月)～28日(日)
　9:00～、20:00～
■右の二次元コードから
　越谷市公式チャンネル
　へアクセスできます。

〈1月放送の主な内容〉

☆キッズ～シニアまで楽しくレッスン☆

http://www.crown-gaigo.com   
☎048-972-4828
新越谷駅西口　徒歩2分
南越谷4-8-8-CasaPlata405

英会話セミプライベート12,000円 / 1ヶ月
英会話プライベート10,000円～ / 1ヶ月4回
キッズ英会話グループ7,000円/1ヶ月
　　 　

英会話・スペイン語・韓国語・中国語

クラウン 南越谷校 検索

特典 越谷広報見た！で初めてご入学の方
ご入学後2ヵ月目の授業料半額

■介護職員初任者研修　　随時開講中
　★埼玉県委託訓練講座　通学コース　2月開講〈2ケ月コース〉
　★自校開催通信コース　2月（火・金）、 （選択受講、途中合流もできます！）　
　　　　　　　　　　　　平成30年3月（日）、4月（火・金）、5月（火・金） 申請中 
■介護福祉士実務者研修　随時開講中
　★埼玉県委託訓練講座　通学コース　平成30年3月開講〈6ケ月コース〉平成30年8/31修了
　★自校開催通信コース　平成30年2月､4月､6月　開講申込み受付中
　　　　　　　　　　　　（定員20名）＊教育訓練給付金対象講座
■ケアマネジャー受験対策講座　水曜コース　5/16～9/26  ＊教育訓練給付金対象講座
                    　　　　　　日曜コース　5/20～9/30  ＊教育訓練給付金対象講座

越谷市越ヶ谷1-1-12　エガワプラザ3F　フリーダイヤル 0120-77-2047
コスモス福祉教育学院 越谷校

夢の実現に向けて、いろいろなサポート体制を準備してお待ちしております。
お気軽に学院事務局へお問い合わせください。

コスモス福祉教育学院 検索

埼玉りそな銀行

武蔵野銀行

三井
住友銀行

市
役
所
前
中
央
通
り

三菱東京
UFJ銀行

みずほ
銀行

サンキ

至春日部

東武伊勢崎線　越谷駅東口　徒歩3分
（お車の方は一般駐車場をご利用ください。）

至北千住

東武伊勢崎線
越 谷 駅

コスモス福祉教育学院
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●市民相談
〈一般（相続、離婚、賠償などの民事関係）〉
　A毎週月曜～金曜日、午前9時～午後
4時30分(正午～午後1時を除く)
〈交通事故相談〉　A毎週月曜・木曜日、
毎月第1・3火曜日。午前9時～午後4時
30分(正午～午後1時を除く。要事前連
絡）
いずれもD中央市民会館4階第1相談室
　Bくらし安心課☎９６３－９１５６
●弁護士による法律相談(予約制)
A毎週水曜日、毎月第1～4金曜日、午
後1時20分～4時20分（第2金曜日は午
後4時～7時）。相談日の前日午後1時か
ら電話のみで予約受け付け。定員6人　
D中央市民会館4階第4相談室　G日
常生活の法律上の諸問題、交通事故に
よる補償問題、手続きなど　Bくらし安
心課☎９６３－９１５６
●司法書士法律相談(予約制)
A毎週火曜・水曜・金曜日、午後1時～4
時。毎週土曜日、午前10時～午後1時
(予約は平日午前10時～午後4時)　G
裁判・その他法律、遺言・相続・登記、成年
後見・家事事件、クレジット・サラ金、多重
債務　DB埼玉司法書士会越谷総合相
談センター(越ヶ谷2－8－22エースビル
越ヶ谷2階)☎０４８－８３８－７４７２
●税務相談
〈税理士〉　A1月は15日（月）、午前10
時～午後3時(正午～午後1時を除く)　
D中央市民会館4階第2相談室　Bくら
し安心課☎963－9156
〈税理士会越谷支部税務相談所〉　A毎
週月曜・木曜日、午後1時～4時。要事前
連絡　D税理士会越谷支部税務相談所
(赤山町3－3－4草島商店3階、越谷税務
署前)　B関東信越税理士会越谷支部 
☎962－6131
●行政相談
A毎月第2金曜日、午前10時～午後3時
(正午～午後1時を除く)　D中央市民会
館4階第2相談室　G行政上の諸問題
関係　Bくらし安心課☎963－9156
●行政書士相談(埼玉県行政書士会越谷支部)
A毎月第1金曜日、午前10時～午後3時
（正午～午後1時を除く）　D中央市民会

館4階第2相談室　G相続、遺言、金銭
貸借等の書類の作成など　Bくらし安
心課☎963－9156
●登記相談(司法書士・土地家屋調査士)
A1月は10日（水）、午前9時～正午　D
中央市民会館4階第2相談室　Bくらし
安心課☎963－9156
●消費生活相談
A毎週月曜～金曜日、午前9時30分～
午後3時30分(正午～午後1時を除く）　
G商品やサービスの疑問や不審、訪問
販売のトラブル、多重債務など　DB消
費生活センター（中央市民会館4階）☎
965－8886

●内職相談
A毎週火曜・木曜日、午前10時～午後3
時30分(正午～午後1時を除く。受け付
けは午前10時～11時30分、午後1時～
3時)　D産業雇用支援センター3階相
談室　B産業支援課☎967－4680
●早期就職(キャリアコンサルタント)
A毎週月曜～金曜日(月曜～水曜日は要
予約)、午前9時～午後5時(正午～午後
1時を除く。受け付けは午後4時30分ま
で)　D産業雇用支援センター3階相談
室　B産業支援課☎967－4680
●労働相談(社会保険労務士)
A毎週金曜日、午後1時～4時(受け付け
は午後3時30分まで)　D産業雇用支援
センター3階相談室　B産業支援課☎
967－4680
●経営相談 
〈事業資金〉　A毎月第2水曜日、午後1
時～4時(第1水曜日までに要予約)　D
産業雇用支援センター3階相談室　B
産業支援課☎967－4680
〈経営・創業〉　A毎週月曜～水曜・金曜
日、午前9時～午後4時(正午～午後1時
を除く。要予約)。出張相談にも応じます
　DB産業雇用支援センター二番館☎
967－2424
●職業相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～
午後5時15分(火曜・木曜日は午後7時ま
で)。毎月第1・3土曜日、午前10時～午
後5時　DBハローワーク越谷☎969－
8609

●事業所の求人相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～
午後5時15分　DBハローワーク越谷
☎969－8609

●女性相談
G生き方やパートナーについての相談
　①A毎週月曜～金曜日、午前10時～
午後4時（正午～午後1時を除く）　DB
女性・DV相談支援センター☎963－
9176　②A毎週水曜・金曜日、午後5時
～8時(電話相談のみ)　B女性・DV相
談支援センター☎970－7415　③A毎
週土曜日、午前10時～午後4時（正午～
午後1時を除く）　D男女共同参画支援
センター　B女性・DV相談支援センター
☎963－9176（毎週月曜～金曜日、午前
10時～午後4時（正午～午後1時を除く））
●DV相談
①A毎週月曜～金曜日、午前10時～午
後4時（正午～午後1時を除く）　DB女
性・DV相談支援センター☎963－9176
　②A毎週水曜・金曜日、午後5時～8時
(電話相談のみ)　B女性・DV相談支援
センター☎970－7415
●人権相談（人権擁護委員）
①A毎月第1・3木曜日、午後1時～4時
　D中央市民会館4階第4相談室　B
人権・男女共同参画推進課☎963－
9119　②A毎週月曜日、午前9時～午
後4時　DBさいたま地方法務局越谷
支局☎966－1321

●家庭児童相談
A毎週月曜～金曜日、午前9時～午後4
時(正午～午後1時を除く)。来所の場合
は事前に電話でお問い合わせください
　D中央市民会館4階第6相談室　B
家庭児童相談室(子育て支援課)☎963
－9172
●青少年相談
A毎週火曜・水曜・金曜日、午前9時～午
後4時　DB青少年相談室(越谷市教育
センター内)☎964－0272　
●教育相談
A毎週月曜～土曜日、午前9時30分～
午後4時45分(電話相談の受け付けは

午前9時～午後8時30分)、メール相談
は市ホームページで「教育相談」を検索
　DB越谷市教育センター(増林3－4－
1)☎962－9300、962－8601、ハート
コール（子ども専用電話相談）☎962－
8500

●福祉なんでも相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～
午後5時15分。直接窓口へお越しくださ
い　DB福祉なんでも相談窓口(市役所
本庁舎1階総合受付隣) ☎963－9150
●介護相談（予約制）
A1月は17日(水)、午後1時～3時　D
中央市民会館4階第2相談室　B介護
保険課☎９６３－９３０５
●生活自立相談「よりそい」
A毎週月曜～金曜日、午前9時～午後5
時　D市役所第三庁舎2階生活福祉課
　G生活にお困りの方の相談　B生活
自立相談「よりそい」☎963－9212
●成年後見相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～
午後5時　D中央市民会館1階越谷市
社会福祉協議会　B成年後見センター
こしがや☎966－2281

●不動産相談
A1月は22日(月)、午前10時～午後3時
(正午～午後1時を除く)　DB埼玉県宅
建協会越谷支部(市役所南側駐車場向
かい)☎964－7611
●住宅リフォーム・耐震相談
A毎月第3火曜日、午前9時30分～11
時30分(第2火曜日までに要予約)　D
中央市民会館4階第4相談室　B建築
住宅課☎963－9205
●マンション管理相談
A毎月第3火曜日、午後1時30分～4時
30分(第2火曜日までに要予約)　D中
央市民会館4階第4相談室　B建築住
宅課☎963－9205
●空き家・空き室・空き地相談
A1月は18日(木)、午後1時30分～3時
30分　D市役所本庁舎1階ロビー　B
越谷市住まい・まちづくり協議会☎977
－8889

市　民　相　談

福　祉　相　談

女性・人権相談

子ども・教育相談

仕事・経営相談

住 ま い 相 談

埼
玉
出
張
修
理
専
門

埼
玉
出
張
修
理
専
門

パソコンのお医者さん　デジタル・パソコンクリニック
創
業
５
年
目
を
迎
え
た
出
張
・

見
積
無
料
の
パ
ソ
コ
ン
修
理
屋

で
す
。
埼
玉
県
南
部
が
中
心
の

地
域
密
着
だ
か
ら
で
き
る
出

張
・
見
積
も
り
無
料
で
、
修
理

実
績
は
年
間
６
０
０
０
台
以

上
。
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
多

く
の
お
客
様
に
ご
愛
顧
い
た
だ

き
誠
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
多
く
の
皆
様
は
パ
ソ
コ

ン
の
故
障
と
な
れ
ば
購
入
さ
れ

た
電
気
屋
さ
ん
に
持
ち
込
む
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
電
量

販
店
は
、
修
理
屋
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
電
気
屋
さ
ん
は
あ
く
ま

で
も
メ
ー
カ
ー
修
理
に
そ
の
ま

ま
出
す
だ
け
の
窓
口
に
な
り
ま

す
の
で
、
デ
ー
タ
や
環
境
が
消

え
て
し
ま
う
、
も
ち
ろ
ん
再
設

置
な
ど
も
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

弊
社
は
修
理
専
門
店
で
す
。
お

客
様
の
お
声
の
多
い
デ
ー
タ
の

保
全
や
修
理
後
の
再
設
定
も
し

て
お
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
、
プ
リ

ン
タ
、
メ
ー
ル
、
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
再
イ
ン
ス
ト
ー
ル
な
ど
も

行
い
、
使
え
る
状
態
に
し
て
修

理
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
電

気
屋
さ
ん
や
メ
ー
カ
ー
修
理
で

は
対
応
で
き
な
い
、
地
域
密
着

型
の
修
理
屋
が
デ
ジ
タ
ル
・
パ

ソ
コ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
強
み
で

す
！
当
日
中
に
解
決
で
き
る
修

理
の
見
積
も
り
相
場
は
、
出
張

な
ど
す
べ
て
含
め
総
額
１
万
〜

２
万
円
前
後
で
収
ま
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
見
積
も
り
無
料
。

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
0
4
8
・

6
7
3
・
4
9
0
0　
午
前
九

時
〜
午
後
十
時
ま
で
受
付
。

住
所　

埼
玉
県
越
谷
市
赤
山

本
町
３
|

24※

こ
ち
ら
の
事
務

所
で
の
持
込
対
応
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

弁護士　井上あすか



平成29年12月1日現在
人口　34万645人　（前月比208人増）
世帯　15万305世帯　（前月比203世帯増）

男　16万9,542人　（前月比128人増）
女　17万1,103人　（前月比80人増）

＊11月の交通事故590件　死者0　負傷者105人
＊11月の火災5件　救急出動回数1,223件

広報こしがやお知らせ版　平成30年（2018年）1月号 16

▲越谷市制施行50周年記念式典〔平成20年〕

▲中央市民会館が開館〔平成４年〕

◀
中
核
市
移
行
式〔
平
成
27
年
〕

◀
元
荒
川
と
葛
西
用
水
に
架
か
る
し
ら
こ
ば
と
橋
が
開
通〔
平
成

６
年
〕

◀
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ〔
平
成
20

年
〕

◀
一
部
開
通
し
た
国
道
４
号

東
埼
玉
道
路
の
開
通
式〔
平

成
16
年
〕

地元職人の確かな技術！内容に自信！

星 奈津美さん

第3回わたしと越谷市
　

越
谷
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
は
、
越

谷
で
の
思
い
出
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特

に
思
い
出
深
い
場
所
を
挙
げ
る
な
ら
、

久
伊
豆
神
社
で
す
。
大
会
前
に
は
必
ず

祈
願
に
訪
れ
ま
し
た
し
、
大
会
が
終
わ

っ
て
帰
国
す
る
と
お
礼
参
り
に
行
き
ま

し
た
。
初
詣
に
も
必
ず
行
き
ま
し
た
ね
。

　

２
０
１
６
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
と
き
に
は
、
越
谷
市

内
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
盛

大
に
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
し
が
や

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
で
私
を
描
い
て
い
た
だ

い
た
こ
と
も
、
と
て
も
良
い
思
い
出
で

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
は
海
外
に
い
ま

し
た
の
で
母
に
写
真
を
送
っ
て
も
ら

い
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
帰
国
後
に

実
際
に
見
に
行
っ
た
と
き
は
本
当
に
感

動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
帰
国
後
、
越
谷

市
民
栄
誉
賞
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
前
で
表
彰
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
私
は
水
泳
を
引
退
し
、
２
０

１
８
年
２
月
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
目
指

し
、
練
習
に
励
む
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
水
か
ら
陸
へ
と
フ
ィ
ー
ル

ド
を
変
え
、
新
た
な
挑
戦
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
（
笑
）。
そ
ん
な
私
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
越
谷
市
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
大
好
き
な
越
谷
市
、
60
周
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

■元水泳選手／ロンドンオリンピック・リオ
デジャネイロオリンピック競泳女子200ｍバタ
フライ銅メダリスト
1990年8月21日生まれ。鷺後小学校、栄進中
学校、春日部共栄高校、早稲田大学卒業。ミ
ズノ株式会社所属

iPadiPad タブレット個別授業 60歳以上の方大歓迎
　暮らしに役立つ話題の
iPadを使って電車の乗換、
料理レシピ、地図、ゲームな
どを学習する講座です。
　個別で学習をするデラック
スな「おひとり様授業」です
ので他の方を気にする必要は
ありません。ゆっくり進みた
い方にお薦めです！

iPad授業どんなふうに
進めるの？

無料体験会開催！

パソコンより簡単！

1月12日（金）1回目10：30～
2回目14：00～

無料体験会のお申し込みは
1月5日（金）から受け付けスタート！ 南越谷駅徒歩6分 セブンイレブン前

お申込み受付 越谷市南越谷2-14-2　パソコンタブレット教室 ゆとりの講座　☎048-967-2305　

銚子丸

貨物
ターミナル
入口

ヤマダ
電機

セブン
イレブン

郵便局

南越谷

ゆとりの
　 講　座

新
越
谷

平成 越谷市の主な出来事（2）

日本庭園「花田苑」が開園(10月)

中央市民会館が開館(4月)

こしがや能楽堂が開館(5月)

しらこばと橋が開通(11月)

キャンベルタウン野鳥の森が開園(9月)

南部図書室が開設(10月)

相生陸橋が開通(5月)

農業技術センターが開設(7月)

市役所第二庁舎が完成(2月)

いきいき館が開館(11月)

彩の国まごころ国体開催(9月)

越谷市斎場（増林）の供用を開始(8月)

リサイクルプラザがオープン(11月)

越谷レイクタウン駅が開業(3月)

越谷市自治基本条例を制定(6月)

越谷アリタキ植物園が開園(10月)

星奈津美氏に越谷市民栄誉賞を贈呈(9月)

ガーヤちゃんの蔵屋敷がオープン(5月)

人口30万人突破(12月)

特例市に移行(4月)

中核市に移行(4月)

元
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

男女共同参画支援センターが
オープン(7月)

東武鉄道伊勢崎線の高架複々線化事業
が着工(7月)

国道4号東埼玉道路（八潮～越谷）が
一部開通（10月）

越谷駅東口再開発ビルに中央図書
室、市民活動支援センター、パスポ
ートセンターを開設(6月)

越谷レイクタウン事業が完成、ご当地
ナンバー「越谷」の交付開始(11月)

梶田隆章氏が越谷市名誉市民に決定(12月)

１
面
か
ら
続
き

◆
医
療
・
福
祉
の
充
実

と
快
適
な
生
活
の
実

現
　

昭
和
５０
年
代
に
入
る

と
、
市
立
病
院
の
開
院

な
ど
市
民
の
医
療
や
福
祉
の
充
実
に

向
け
た
施
策
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や

北
・
南
・
西
体
育
館
、
市
立
図
書
館

な
ど
市
民
の
ふ
れ
あ
い
や
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め

の
施
設
が
整
備
さ
れ
た
の
も
こ
の
時

期
で
す
。

　

昭
和
６０
年
に
は
人
口
が
２５
万
人
を

突
破
。
道
路
や
橋
、
公
園
、
公
共
下

水
道
な
ど
の
都
市
基
盤
の
整
備
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

◆
さ
ら
な
る
都
市
基
盤
整
備

　

平
成
に
入
る
と
東
武
鉄
道
伊
勢
崎

線
の
高
架
複
々
線
化
事
業
が
着
工
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
３
年
に
花

田
苑
が
開
園
、
平
成
４
年
は
中
央
市

民
会
館
、
平
成
５
年
に
こ
し
が
や
能

楽
堂
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
く
す

の
き
荘
」
が
相
次
ぎ
開
館
し
、
教

育
・
文
化
、
福
祉
施
設
の
充
実
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
市
民
球
場
が
オ
ー
プ

ン
し
た
平
成
６
年
に
は
、
市
の
鳥

「
シ
ラ
コ
バ
ト
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

し
ら
こ
ば
と
橋
が
開
通
し
ま
し
た
。

平
成
８
年
に
は
人
口
が
３０
万
人
を
突

破
し
、
平
成
９
年
の
相
生
陸
橋
開
通

に
よ
り
、
鉄
道
で
分
断
さ
れ
た
地
域

が
つ
な
が
り
ま
す
ま
す
利
便
性
が
高

ま
り
ま
し
た
。

◆
特
例
市
、
そ
し
て
中
核
市
へ

　

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
と
越
谷
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た

平
成
１３
年
に
は
、
東
武
鉄
道
伊
勢
崎

線
の
高
架
複
々
線
化
が
完
成
し
、
東

西
の
一
体
化
が
進
み
ま
し
た
。
平
成

１５
年
に
越
谷
市
は
特
例
市
へ
移
行

し
、
平
成
１６
年
に
は
国
道
４
号
東
埼

玉
道
路
の
一
部
（
八
潮
市
八
條
〜
越

谷
市
増
森
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

平
成
２０
年
、
Ｊ
Ｒ
越
谷
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
駅
が
開
業
し
、
大
相
模
調
節
池

を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
親
水
文
化
創
造

都
市
「
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
」
が
ま

ち
開
き
し
ま
し
た
。
平
成
２１
年
に
は

「
参
加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
考
え
方
を
整
理
し
、
こ
れ
か

ら
の
越
谷
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

と
な
る
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。
平
成
２４
年
に
は
越
谷

駅
東
口
再
開
発
事
業
が
完
成
、
平
成

２６
年
１１
月
に
は
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

事
業
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
２７
年
４
月
、
越
谷
市
は
全
国

で
４４
市
目
、
県
内
で
は
川
越
市
に
続

き
２
市
目
と
な
る
中
核
市
へ
移
行

し
、
越
谷
市
保
健
所
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
中
核
市
移
行
に
よ
り
、
保
健

衛
生
や
福
祉
の
分
野
な
ど
で
県
か
ら

市
に
多
く
の
事
務
権
限
が
移
譲
さ

れ
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
き
め
細
か
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
１１
月
、
越
谷
市
は
市

制
施
行
６０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

越谷 軌跡の

30（
予
定
）

11月3日（祝）、総合体
育館で、記念式典を開
催予定。会場周辺では、
市民の皆さんに楽しん
でいただけるイベントも
実施する予定です。


